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〈今月の紙面〉

第746号（1）

全
国
開
拓
振
興
協
会
は
６

月
１２
日
、
東
京
・
赤
坂
の
三

会
堂
ビ
ル
石
垣
記
念
ホ
ー
ル

で
第
８
回
定
時
総
会
を
開
催

し
た
。

開
会
挨
拶
で
西
谷
悟
郎
会

長
は
、
「
開
拓
営
農
の
持
続

的
発
展
に
よ
り
、
国
民
・
消

費
者
に
安
心
・
安
全
な
食
料

の
供
給
を
図
る
こ
と
が
、
一

層
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
」
と
し
て
、「
当
協
会
は
、

開
拓
営
農
振
興
事
業
な
ど
を

着
実
に
実
施
し
、
開
拓
農
家

の
持
続
的
発
展
に
資
す
る
こ

と
と
し
て
き
た
」と
述
べ
た
。

さ
ら
に
今
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
で
牛
枝
肉
価
格
が
低
下

し
て
お
り
、
肥
育
牛
経
営
を

行
う
開
拓
者
に
対
し
て
、
出

荷
頭
数
に
応
じ
て
助
成
金
を

交
付
す
る
緊
急
支
援
事
業
を

創
設
す
る
と
し
た
。
（
２
面

に
挨
拶
要
旨
）

続
い
て
、
西
谷
会
長
が
議

長
と
な
り
、議
事
に
入
っ
た
。

ま
ず
、
報
告
事
項
①
＝
１９
年

度
事
業
報
告
の
件
と
第
１
号

議
案
＝
１９
年
度
事
業
報
告
の

附
属
明
細
書
、貸
借
対
照
表
、

正
味
財
産
増
減
計
算
書
等
の

承
認
の
件
は
関
連
が
あ
る
た

め
一
括
上
程
さ
れ
、
島
田
英

俊
専
務
理
事
の
議
案
説
明
、

林
正
己
監
事
の
監
査
報
告
を

受
け
て
、
報
告
事
項
は
了
承

さ
れ
、
議
案
は
賛
成
多
数
で

原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定
し

た
。次

に
、
報
告
事
項
②
＝
１９

年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
の

件
、
報
告
事
項
③
＝
資
金
調

達
及
び
重
要
な
設
備
投
資
の

見
込
み
の
件
の
２
事
項
、
第

２
号
議
案
＝
役
員
の
報
酬
及

び
費
用
に
関
す
る
規
程
の
一

部
改
正
の
件
等
の
４
議
案
が

一
括
上
程
さ
れ
、
報
告
事
項

は
了
承
さ
れ
、
議
案
は
賛
成

多
数
で
原
案
ど
お
り
決
定
し

た
。次

い
で
、
役
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
理
事
８
名
選
任

の
件
、
監
事
３
名
選
任
の
件

の
２
議
案
が
一
括
上
程
さ

れ
、
候
補
者
ご
と
に
決
議
を

行
い
、
賛
成
多
数
で
候
補
者

名
簿
の
と
お
り
決
定
し
た
。

新
た
に
、
伊
藤
重
敏
氏
（
北

海
道
チ
ク
レ
ン
農
協
連
代
表

理
事
理
事
長
）
、
井
上
富
男

氏
（
佐
賀
県
開
拓
畜
産
事
協

代
表
理
事
理
事
長
）
、
松
本

納
広
氏
（
学
識
経
験
者
）
が

理
事
に
選
任
さ
れ
た
。

こ
こ
で
暫
時
休
会
し
、
新

役
員
ら
は
別
室
で
理
事
会
・

監
事
会
を
開
き
、
会
長
・
専

務
理
事
の
互
選
を
行
っ
た
。

再
開
さ
れ
た
総
会
で
は
、
再

任
さ
れ
た
西
谷
会
長
が
互
選

会
の
結
果
を
次
の
と
お
り
発

表
し
た
。

会
長
西
谷
悟
郎

（
中
部
・
関
西
）

専
務
松
本
納
広
（
学
経
）

理
事
伊
藤
重
敏（

北
海
道
）

〃

野
原
修
一
（
東
北
）

〃

鈴
木
幸
隆
（
関
東
）

〃

井
上
富
男
（
九
州
）

〃

平
木

勇
（
全
国
）

〃

村
上

進
（
全
国
）

監
事
圷

幸
一
（
全
国
）

〃

村
松
俊
昭
（
全
国
）

〃

林

正
己

（
実
務
精
通
者
）

新
役
員
陣
を
代
表
し
て
西

谷
会
長
、
松
本
新
専
務
が
挨

拶
。
続
い
て
島
田
前
専
務
が

退
任
の
挨
拶
を
行
い
、
閉
会

し
た
。

写
真
㊤
＝
全
国
開
拓
振
興
協
会
新
役
員
陣
。
右
か
ら
平
木

・
野
原
・
鈴
木
理
事
、
松
本
専
務
、
西
谷
会
長
、
村
上
理
事
、

林
監
事
（
伊
藤
・
井
上
理
事
、
圷
・
村
松
監
事
は
欠
席
）

同
㊨
＝
全
日
本
開
拓
者
連
盟
第
７５
回
通
常
総
会

全
日
本
開
拓
者

連
盟
の
第
７５
回
通

常
総
会
が
６
月
１２

日
、
三
会
堂
ビ
ル

で
開
催
さ
れ
た
。

開
会
挨
拶
で
平
嶋

勝
博
委
員
長
は
、

「
国
際
貿
易
協
定

は
既
に
発
効
さ

れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
る
経
済
低
迷

の
追
い
打
ち
を
受
け
、
国
内

農
畜
産
業
は
前
例
の
な
い
厳

し
い
局
面
を
迎
え
て
お
り
、

強
い
危
機
感
を
抱
か
ざ
る
を

得
な
い
」
と
し
て
、
「
我
々

全
国
の
開
拓
者
が
、
そ
の
土

地
に
根
ざ
し
た
健
全
な
農
業

経
営
の
確
立
と
地
域
の
活
性

化
を
推
進
す
る
た
め
、
共
に

闘
お
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

続
い
て
、
政
党
・
友
誼
団

体
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披

露
後
、
平
嶋
委
員
長
が
議
長

と
な
り
、
議
事
録
署
名
人
に

は
、
野
原
修
一
氏
（
岩
手
県

開
拓
振
興
協
会
理
事
長
）
と

西
谷
悟
郎
氏
（
三
瓶
開
拓
酪

農
協
代
表
理
事
組
合
長
）
を

選
任
し
て
、議
事
に
移
っ
た
。

ま
ず
、
第
１
号
議
案
＝
１９

年
度
運
動
報
告
及
び
決
算
承

認
に
つ
い
て
―
が
上
程
さ

れ
、
小
原
澤
悦
雄
事
務
局
長

の
議
案
説
明
、
田
中
喬
監
事

の
監
査
報
告
を
受
け
て
、
挙

手
多
数
で
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
た
。

次
に
、
第
２
号
議
案
＝
２０

年
度
運
動
方
針
に
つ
い
て
、

第
３
号
議
案
＝
２０
年
度
収
支

予
算
に
つ
い
て
―
等
の
４
議

案
は
一
括
上
程
さ
れ
、
い
ず

れ
も
挙
手
多
数
で
原
案
ど
お

り
決
定
。
第
６
号
議
案
は
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任

で
、
中
央
常
任
委
員
、
監
事

を
そ
れ
ぞ
れ
候
補
者
名
簿
ど

お
り
決
定
し
た
。
新
た
に
、

藤
原
辰
男
氏
（
宮
崎
県
乳
用

牛
肥
育
事
業
農
協
代
表
理
事

組
合
長
）
が
中
央
常
任
委
員

に
選
任
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
田
中
喬
氏
（
鳥

取
県
開
拓
者
連
盟
委
員
長
）

の
朗
読
に
よ
る
「
連
盟
は
、

専
業
農
家
集
団
で
あ
る
開
拓

農
家
の
代
表
と
し
て
、
国
民

が
安
全
で
豊
か
な
食
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
、
次
代
を

担
う
若
者
が
夢
を
持
て
る
農

業
を
構
築
す
る
た
め
、
運
動

を
展
開
す
る
」
な
ど
と
し
た

宣
言
案
を
採
択
し
、
閉
会
し

た
。総

会
終
了
後
の
新
中
央
常

任
委
員
に
よ
る
互
選
の
結

果
、
新
委
員
長
に
菊
地
文
夫

氏
（
栃
木
県
開
拓
者
連
盟
委

員
長
）
が
選
任
さ
れ
た
。

委
員
長菊

地
文
夫
（
関
東
）

副
委
員
長

平
木

勇
（
中
央
）

中
央
常
任
委
員

新
津
賀
庸（
北
海
道
）

〃

山
口
正
雄
（
東
北
）

〃

藤
原
辰
男
（
九
州
）

〃

西
谷
悟
郎
（
中
央
）

監
事

田
中

喬

（
中
部
・
関
西
）

〃

圷

幸
一
（
東
北
）

新
役
員
を
代
表
し
て
、
平

木
副
委
員
長
が
挨
拶
し
た
。

（
菊
地
委
員
長
は
欠
席
）

◇

総
会
で
承
認
さ
れ
た
２０
年

度
運
動
方
針
に
よ
る
と
、
引

き
続
き
国
内
農
畜
産
業
を
守

る
こ
と
を
基
本
に
、
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
伴
う
影
響
緩
和
運
動
」「
国

内
農
畜
産
業
の
生
産
基
盤
対

策
拡
充
・
強
化
運
動
」
「
国

内
畜
産
酪
農
経
営
の
維
持
安

定
化
運
動
」
な
ど
の
農
政
運

動
を
展
開
す
る
。

全
日
本
開
拓
者
連
盟
は

６
月
１１
・
１２
日
、
畜
産
・

酪
農
政
策
要
請
運
動
を
展

開
し
た
。

１１
日
、
三
会
堂
ビ
ル
で

「
２１
年
度
畜
産
・
酪
農
政

策
並
び
に
予
算
要
請
打
合
わ

せ
会
議
」を
開
催（
写
真
）。

北
海
道
、
東
北
、
関
東
、
中

部
・
関
西
、
九
州
の
各
ブ
ロ

ッ
ク
で
と
り
ま
と
め
た
政
策

・
予
算
等
要
請
事
項
を
基

に
、
ブ
ロ
ッ
ク
・
会
員
代
表

が
要
請
項
目
統
一
へ
意
見
集

約
を
図
っ
た
。

そ
の
後
連
盟
は
、
会
議
結

果
を
基
に
、
要
請
書
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
係
る
畜
産
経
営
対
策
の
緊

急
要
請
」
と
同
「
２１
年
度
畜

産
・
酪
農
政
策
並
び
に
予
算

に
関
す
る
要
請
」を
ま
と
め
、

同
日
の
中
央
常
任
委
員
会
で

組
織
決
定
。
翌
１２
日
、
農
水

省
に
提
出
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に

関
し
て
は
、
①
マ
ル
キ
ン
不

足
分
を
補
う
た
め
の
補
完
マ

ル
キ
ン
の
新
設
、
②
生
産
者

負
担
金
納
付
免
除
の
継
続
、

③
畜
産
経
営
維
持
に
必
要
な

資
金
の
柔
軟
な
対
応
、
④
畜

産
物
の
消
費
拡
大
や
販
路
拡

大
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
並
び

に
輸
出
拡
大
等
に
係
る
予
算

措
置
―
を
緊
急
要
請
。

２１
年
度
に
向
け
て
は
、
①

国
内
畜
産
・
酪
農
業
の
経
営

安
定
対
策
と
生
産
基
盤
の
拡

充
・
強
化
、
②
補
助
事
業
の

拡
充
・
強
化
、
③
国
際
貿
易

交
渉
に
係
る
対
応
、
④
環
境

・
衛
生
対
策
等
関
連
諸
対
策

の
拡
充
・
強
化
、
⑤
震
災
復

興
関
連
対
策
の
拡
充
・
強
化

と
早
期
実
現
―
を
重
点
事
項

と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

①
で
は
、
牛
マ
ル
キ
ン
及

び
豚
マ
ル
キ
ン
の
さ
ら
な
る

補
て
ん
率
の
引
き
上
げ
と
国

の
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
を

要
請
し
て
い
る
。

畜産経営対策を緊急要請

第
８
回
定
時
総
会
を
開
催

連盟会員代表が意見集約

振興協会

新
役
員
陣
で
開
拓
営
農
の
発
展
支
援新

委
員
長
に
菊
地
氏
選
任

連
盟
第
７５
回

通
常
総
会

２０
年
度
運
動
方
針
を
決
定

・協会・連盟総会での主催者挨拶（要旨）（２面）
・「食料・農業 知っておきたい話」‒８６‒ （３面）
・１８年 農作業中の熱中症死亡者過去最多（４面）
・秋冬キャベツ ヘアリーベッチ緑肥栽培法

（５面）
・乳用育成牛 配合３割代替、飼料費約１割減
粉砕籾米・トウフ粕サイレージ給与 （６面）
・送風こまめに 湿気・熱のこもり防ぐ （７面）
・ゼンカイミート㈱工場直売再開 （８面）

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。



（2）第746号（毎月１回１５日発行）開 拓 情 報2020年（令和2年）6月15日
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
る
牛
肉
の
枝
肉
価

格
や
和
牛
の
子
牛
価
格
の
下

落
に
よ
り
、
肥
育
牛
経
営
農

家
や
和
牛
繁
殖
農
家
の
影
響

は
極
め
て
深
刻
な
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。

国
内
の
課
題
、
国
際
情
勢

の
厳
し
い
状
況
の
中
に
あ
っ

て
、
中
山
間
地
域
な
ど
厳
し

い
立
地
条
件
の
下
で
意
欲
的

に
営
農
に
取
り
組
ん
で
い
る

開
拓
農
家
の
交
流
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
開
拓
営
農
の

持
続
的
発
展
に
よ
り
、
国
民

・
消
費
者
に
安
心
・
安
全
な

食
料
の
供
給
を
図
る
こ
と

が
、
一
層
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、協
会
の
運
営
の
簡
素
化
、

合
理
化
を
徹
底
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
事
業
の
実
施
状
況
及
び
成

果
を
考
慮
し
て
、
開
拓
営
農

振
興
事
業
な
ど
を
着
実
に
実

施
し
、
開
拓
農
家
の
持
続
的

発
展
に
資
す
る
こ
と
と
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
最
終
年
度
と
な
る

「
開
拓
畜
産
・
酪
農
生
産
基

盤
強
化
事
業
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
乳
用
牛
の
自
家
生
産

や
肥
育
向
け
初
生
牛
及
び
繁

殖
豚
の
導
入
な
ど
を
行
っ
た

開
拓
農
家
に
対
し
て
助
成

し
、
３
年
間
で
当
初
想
定
し

て
い
た
事
業
費
を
１
億
円
超

過
し
、
総
額
４
億
３
千
万
円

を
執
行
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

さ
ら
に
は
、
今
年
度
は
、

昨
日
の
理
事
会
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
事
業
計
画
を
変
更
し
、

新
た
に
開
拓
肥
育
牛
経
営
農

家
に
対
し
て
、
出
荷
頭
数
に

応
じ
て
助
成
金
を
交
付
す
る

緊
急
支
援
事
業
を
創
設
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

各
事
業
を
円
滑
に
実
施

し
、
所
期
の
成
果
を
上
げ
る

た
め
に
は
、
会
員
及
び
関
係

機
関
、
団
体
の
協
力
の
下
に

取
り
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
本
年
度
も
一
層
緊
密
な

連
携
を
と
り
な
が
ら
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

国
際
貿
易
協
定
は
既
に
発

効
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
経
済

低
迷
の
追
い
打
ち
を
受
け
、

国
内
農
畜
産
業
は
前
例
の
な

い
重
大
な
厳
し
い
局
面
を
迎

え
て
お
り
、
強
い
危
機
感
を

抱
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

情
勢
を
踏
ま
え
、
国
に
対

し
国
内
農
畜
産
業
を
守
る
た

め
さ
ら
な
る
対
応
を
要
請

し
、
こ
れ
か
ら
の
営
農
が
確

実
に
継
続
で
き
る
よ
う
求
め

て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
国
内
農
畜
産
業
を
本

当
に
守
れ
る
の
か
、
極
め
て

重
大
な
局
面
に
立
た
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
慢
性
的
生
産
資

材
の
高
騰
等
、
依
然
と
し
て

経
営
不
安
は
払
し
ょ
く
さ
れ

ず
、
不
透
明
感
を
増
し
て
お

り
ま
す
。

国
内
農
畜
産
業
の
再
生
産

可
能
な
持
続
的
経
営
安
定
に

向
け
、
組
織
を
あ
げ
て
こ
の

問
題
に
取
り
組
ん
で
行
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

我
々
全
国
の
開
拓
者
が
、

そ
の
土
地
に
根
ざ
し
た
健
全

な
農
業
経
営
の
確
立
と
地
域

の
活
性
化
を
推
進
す
る
た

め
、
と
も
に
闘
お
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

さ
て
、
本
日
の
総
会
議
案

は
第
１
号
議
案
か
ら
第
６
号

議
案
で
あ
り
ま
す
。
我
が
国

農
業
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
と
諸

問
題
を
分
析
・
検
討
し
、
２

０
２
０
年
度
の
運
動
方
針
を

提
案
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
絶
大
な
る
ご
協
力

で
円
滑
な
総
会
運
営
が
で
き

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
る
と
同
時
に
、
提
案
し
た

運
動
方
針
の
実
現
に
向
け
、

開
拓
組
織
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
節
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
５
月
２７
日
、

２０
年
度
の
生
乳
・
牛
乳
乳
製

品
の
需
給
に
つ
い
て
、
２
回

目
の
見
通
し
を
発
表
し
た
。

全
国
の
生
乳
生
産
量
は
、
前

回
（
１
月
）
予
測
値
よ
り
０

・
１
㌽
下
方
修
正
し
た
も
の

の
、
前
年
度
比
１
・
４
％
増

の
７
４
６
万
３
千
㌧
と
、
２

年
連
続
の
増
産
を
見
込
ん

だ
。
し
か
し
、
７
〜
８
月
の

学
校
給
食
用
牛
乳
（
学
乳
）

の
大
幅
な
需
要
増
に
よ
り
、

夏
場
の
需
給
は
ひ
っ
迫
す
る

と
予
測
し
て
い
る
。

生
乳
生
産
量
を
地
域
別
に

み
る
と
、
北
海
道
は
前
年
度

比
３
・
２
％
増
の
４
２
２
万

３
千
㌧
、
都
府
県
は
０
・
９

％
減
の
３
２
４
万
１
千
㌧
の

見
通
し
。
北
海
道
は
乳
用
牛

頭
数
の
増
加
に
よ
り
、
通
年

で
前
年
同
月
を
上
回
る
見
込

み
。
こ
れ
ま
で
減
少
し
て
い

た
都
府
県
も
下
半
期
に
は
増

頭
と
な
り
、
生
産
量
の
減
少

幅
が
縮
小
す
る
見
通
し
。

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る

影
響
で
需
給
の
変
化
を
見
通

す
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
生

乳
生
産
量
以
外
は
上
半
期

（
４
〜
９
月
）
に
限
定
し
た

見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。
前

提
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

第
２
波
は
発
生
し
な
い
、
小

中
学
校
の
夏
休
み
は
８
月
の

２
週
間
程
度
に
短
縮
さ
れ
る

―
等
と
条
件
設
定
し
て
い

る
。牛

乳
等
生
産
量
の
う
ち
、

牛
乳
類
（
牛
乳
、
加
工
乳
、

成
分
調
整
牛
乳
、
乳
飲
料
）

は
前
年
同
期
比
１
・
６
％
増

の
見
通
し
。
う
ち
牛
乳
は
０

・
１
％
減
の
見
込
み
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
例
年
に
な
い
需
給
の
変

化
と
な
っ
て
い
る
。
第
１
四

半
期
は
学
校
給
食
の
休
止
や

飲
食
店
の
休
業
で
５
・
３
％

減
、
第
２
四
半
期
は
、
前
提

に
基
づ
い
て
７
〜
８
月
に
学

乳
の
大
幅
増
が
推
測
さ
れ
、

一
転
し
て
５
・
１
％
増
と
な

る
見
通
し
。
は
っ
酵
乳
は
、

上
半
期
計
で
９
・
３
％
増
を

見
込
ん
で
い
る
。

飲
用
の
需
要
期
で
あ
る
第

２
四
半
期
は
、
生
乳
の
需
給

が
ひ
っ
迫
し
、
過
去
に
な
い

状
況
と
な
る
可
能
性
を
指

摘
。
北
海
道
か
ら
都
府
県
へ

の
移
入
量
（
道
外
移
出
量
）

は
、
７
月
以
降
、
大
幅
に
増

加
す
る
可
能
性
が
高
く
、
上

半
期
計
で
８
・
５
％
増
の
３１

万
㌧
と
見
通
し
て
い
る

（
表
）
。

乳
製
品
の
需
給
に
つ
い
て

は
、
第
１
四
半
期
に
在
庫
が

積
み
上
が
り
、
９
月
末
の
脱

脂
粉
乳
の
在
庫
量
は
１５
・
２

％
増
の
７
万
８
２
０
０
㌧
、

バ
タ
ー
も
３３
・
５
％
増
の
３

万
６
４
０
０
㌧
と
大
幅
に
増

え
る
見
通
し
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
、
生
乳
需
給

の
基
調
が
引
き
続
き
ひ
っ
迫

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、「
生

産
基
盤
の
継
続
強
化
へ
、
酪

農
乳
業
に
よ
る
連
携
し
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
が

必
要
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

２０
年
度
第
２
次
補
正
予
算

が
６
月
１２
日
、
参
議
院
本
会

議
で
可
決
、
成
立
し
た
。
４

月
に
成
立
し
た
第
１
次
補
正

予
算
に
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

る
影
響
に
対
処
す
る
。

農
林
水
産
関
係
の
総
額
は

６
５
８
億
円
｛
う
ち
農
畜
産

業
振
興
機
構
（
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
）

事
業
１
０
８
億
円
｝
。
農
業

の
経
営
継
続
の
た
め
の
措
置

（
新
規
事
項
）が
柱
と
な
る
。

▽
経
営
継
続
補
助
金

２

０
０
億
円

農
林
漁
業
者
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
対
策
を
行
い
つ
つ
、
販
路

回
復
・
開
拓
や
事
業
継
続
の

た
め
の
機
械
・
設
備
導
入
な

ど
に
取
り
組
む
場
合
の
経
費

を
支
援
。

①
省
力
化
機
械
の
導
入
な

ど
生
産
・
販
売
方
式
の
転
換

に
必
要
な
経
費
（
補
助
率
３

／
４
、
上
限
１
０
０
万
円
）

②
消
毒
、
換
気
設
備
等
の

感
染
防
止
対
策
（
定
額
、
上

限
５０
万
円
）

合
わ
せ
て
最
大
１
５
０
万

円
を
上
限
に
支
援
す
る
。
農

協
等
の
支
援
を
受
け
、
経
営

計
画
を
策
定
・
申
請
す
る
。

▽
肉
用
子
牛
生
産
の
奨
励

金
（
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
事
業
）
１
０

８
億
円

肉
用
子
牛
の
全
国
平
均
価

格
（
月
別
）
が
一
定
の
水
準

を
下
回
っ
た
場
合
、
畜
舎
の

環
境
改
善
、
子
牛
の
疾
病
防

止
な
ど
４
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
の

う
ち
２
つ
以
上
を
行
う
生
産

者
に
対
し
て
、
販
売
頭
数
に

応
じ
た
奨
励
金
を
交
付
。
発

動
基
準
は
２
段
階
で
、
黒
毛

和
種
で
は
、
６０
万
円
（
消
費

税
込
み
）
を
下
回
っ
た
場
合

に
１
万
円
／
頭
、
５７
万
円
を

下
回
っ
た
場
合
に
３
万
円
／

頭
を
交
付
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
第
１
次
補
正

予
算
の「
経
営
維
持
・
再
建
の

た
め
の
資
金
繰
り
の
対
策
」

に
３
４
９
億
円
を
積
み
増

し
、強
化
す
る
。ま
た
、
１
次

補
正
の
運
用
改
善
と
し
て
、

「
高
収
益
作
物
次
期
作
支
援

交
付
金
」は
、施
設
園
芸
の
交

付
単
価
を
引
き
上
げ
る
（
１０

㌃
当
た
り
５
万
円
↓
花
き
等

８０
万
円
、
果
樹
２５
万
円
）
。

さ
ら
に
、
花
き
・
茶
等
の
高

品
質
な
も
の
を
厳
選
し
て
出

荷
す
る
取
り
組
み
の
支
援
を

追
加
す
る
（
１
人
・
１
日
当

た
り
２
２
０
０
円
）
。

農
水
省
は
５
月
２７
日
、
２０

年
産
の
主
食
用
米
、
戦
略
作

物
等
の
作
付
け
意
向
に
つ
い

て
、
第
２
回
中
間
的
取
り
組

み
状
況（
２０
年
４
月
末
現
在
）

を
発
表
し
た
。
主
食
用
米
の

作
付
け
意
向
を
１９
年
産
実
績

に
比
べ
て「
前
年
並
み
傾
向
」

と
し
た
の
は
、
主
産
地
を
中

心
に
７
割
超
の
３５
都
道
府
県

と
な
っ
た
。
需
要
量
が
減
少

傾
向
に
あ
る
中
、
需
給
緩
和

が
懸
念
さ
れ
る
。

第
１
回
中
間
的
取
り
組
み

状
況
（
２
月
末
現
在
）
と
比

べ
る
と
、
「
減
少
傾
向
」
が

６
府
県
か
ら
１２
府
県
へ
と
増

え
、
「
前
年
並
み
傾
向
」
は

４１
都
道
府
県
か
ら
６
県
減
っ

た
。
「
増
加
傾
向
」
は
前
回

同
様
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、

北
海
道
、
東
北
、
新
潟
な
ど

の
主
産
地
は
前
年
並
み
傾
向

で
、
同
省
は
「
全
体
と
し
て

は
前
年
並
み
が
見
込
ま
れ

る
」
と
し
て
い
る
。

一
方
、
戦
略
作
物
の
作
付

け
意
向
は
、
減
少
傾
向
に
転

じ
た
県
が
多
い
。
加
工
用
米

で
減
少
傾
向
が
６
県
か
ら
１７

県
、
飼
料
用
米
で
１０
道
県
か

ら
２０
道
県
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
で

９
道
県
か
ら
１６
道
県
へ
と
増

え
て
い
る
。

同
省
は
、
１９
年
産
の
主
食

用
米
の
生
産
量
７
２
６
万
㌧

に
対
し
、
２０
年
産
の
需
要
量

を
７
１
７
万
㌧
と
見
通
し
て

い
る
。
前
年
並
み
の
作
付
面

積
に
な
る
と
、
需
給
緩
和
が

懸
念
さ
れ
、
「
需
要
に
応
じ

た
生
産
・
販
売
に
一
層
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
」
と
し
て

い
る
。

農
水
省
は
５
月
２７
日
、
バ

タ
ー
と
脱
脂
粉
乳
の
２０
年
度

の
輸
入
枠
数
量
の
検
証
結
果

を
発
表
し
た
。
バ
タ
ー
は
１

月
に
決
定
し
た
輸
入
枠
数
量

２
万
㌧
を
変
更
し
な
い
が
、

脱
脂
粉
乳
は
４
千
㌧
か
ら
大

幅
に
削
減
し
、
７
５
０
㌧
と

す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
る
学
校
給
食

の
休
止
や
生
ク
リ
ー
ム
等
の

業
務
用
の
需
要
減
退
に
伴

い
、
保
存
性
の
高
い
バ
タ
ー

及
び
脱
脂
粉
乳
の
生
産
が
増

大
し
て
い
る
。
２０
年
３
〜
４

月
の
バ
タ
ー
の
生
産
量
は
前

年
同
期
比
１
３
１
・
６
％
、

脱
脂
粉
乳
は
１
１
４
・
９
％

だ
っ
た
。

バ
タ
ー
は
、
外
出
自
粛
で

家
庭
用
の
消
費
量
が
大
幅
に

増
え
て
い
る
。
一
部
の
店
頭

で
欠
品
が
み
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
年
間
の
枠
数
量
を
維
持

す
る
。
脱
脂
粉
乳
の
４
〜
５

月
の
生
産
量
は
、
前
年
同
期

比
３
千
㌧
強
増
え
る
と
見
込

ま
れ
る
。
４
千
㌧
の
枠
数
量

か
ら
３
千
㌧
強
引
き
下
げ
、

日
米
貿
易
協
定
に
基
づ
く
７

５
０
㌧
の
み
と
す
る
。

今
後
の
需
給
状
況
を
踏
ま

え
、
９
月
末
に
再
検
証
を
行

う
。

２０２０度上期の都府県の需給（見通し） （千トン）

脱脂粉乳・
バター等向

前年比

１４４．０％

１９７．０％

１００．０％

２７．８％

３３．８％

９１．６％

１５３．０％

３９．３％

１１０．８％

３５

３４

１０

４

４

４

７９

１２

９１

移入量
（道外移出量）

前年比

８９．７％

７８．４％

１０７．１％

１３４．４％

１２０．５％

１０７．０％

９３．６％

１１９．６％

１０８．５％

２７

３１

５７

６６

６４

６６

１１４

１９６

３１０

Ａ-Ｂ-Ｃ

８

３

-４６

-６２

-６０

-６２

-３５

-１８４

-２１９

生クリーム
等向・チー
ズ向

前年比

７８．６％

７９．６％

８７．６％

８３．０％

８６．０％

８８．６％

８１．７％

８５．８％

８３．７％

Ｃ

５

５

５

５

５

５

１４

１４

２８

飲用等向処理量

前年比

９５．０％

９２．６％

１０１．２％

１０７．４％

１０６．６％

１０１．３％

９６．３％

１０５．１％

１００．６％

Ｂ

２７１

２８４

３１３

３２０

３０８

３０７

８６９

９３４

１，８０３

生乳供給量

前年比

９９．４％

１００．４％

９９．７％

９７．７％

９９．９％

９９．５％

９９．８％

９９．０％

９９．４％

Ａ

２８５

２９２

２７１

２６２

２５３

２４９

８４７

７６４

１，６１２

４月

５月

６月

７月

８月

９月

第１
四半期

第２
四半期

上期

西
谷
振
興

協
会

会
長
の
総
会
挨
拶

西
谷
振振
興興
協協
会会

会
長
の
総
会
挨
拶

生
乳
生
産
量
２０
年
度
1.4
％
増

Ｊ
ミ
ル
ク
見
通
し

夏
場
の
需
給
ひ
っ
迫
か

２０
年
度
脱
粉
輸
入
枠
削
減

農水省

バ
タ
ー
枠
は
変
更
せ
ず

平
嶋
連
盟

委
員
長
の
総
会
挨
拶

平
嶋
連連
盟盟

委
員
長
の
総
会
挨
拶

肉
用
子
牛
生
産
者
に
奨
励
金

第
２
次
補
正
予
算
農
水
６５８
億
円

主
食
用
需
給
緩
和
の
懸
念

２０
年
産
米
の
作
付
け
意
向
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安
い
も
の
に
は
ワ
ケ

が
あ
る
〜
米
国
産
食

肉
の
安
さ
の
秘
密

米
国
産
食
肉
の
安
さ
の
も

う
一
つ
の
秘
密
が
コ
ロ
ナ
・

シ
ョ
ッ
ク
で
露
呈
し
た
。
安

い
も
の
に
は
必
ず
ワ
ケ
が
あ

る
。
食
肉
生
産
の
肥
育
に
お

け
る
成
長
ホ
ル
モ
ン
投
与
も

安
全
性
を
犠
牲
に
し
て
コ
ス

ト
を
下
げ
る
効
果
が
あ
る

が
、米
国
な
ど
の
食
肉
に
は
、

も
う
一
つ
露
呈
し
た
の
が
食

肉
加
工
場
の
劣
悪
な
労
働
環

境
だ
。
米
国
な
ど
の
食
肉
加

工
場
で
の
劣
悪
な
労
働
環
境

で
の
低
賃
金
・
長
時
間
労
働

の
強
要
が
新
型
肺
炎
の
集
団

感
染
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ

ー
（
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）
の
内
田
聖

子
さ
ん
が
詳
細
に
報
告
し
て

い
る
（https://hbol.jp/

218839

）
。

米
国
時
間
で
５
月
６
日
の

Ｃ
Ｎ
Ｎ
ニ
ュ
ー
ス
で
も
ア
イ

オ
ア
州
の
食
肉
加
工
場
で
２

０
０
０
人
の
作
業
員
の
う
ち

５
０
０
人
が
新
型
肺
炎
に
感

染
し
た
（
感
染
率
は
日
本
政

府
が
放
置
し
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
の
２０
％
よ

り
高
い
）こ
と
が
報
道
さ
れ
、

米
国
の
消
費
者
が
肉
を
求
め

殺
到
し
て
い
る
と
の
報
道
も

あ
る
。
米
国
産
食
肉
へ
の
依

存
度
の
高
い
日
本
へ
の
供
給

に
も
影
響
が
出
る
こ
と
に
留

意
し
な
い
と
い
け
な
い
。

労
働
や
環
境
コ
ス
ト

を
負
担
し
な
い
の
は

不
当
な
安
さ

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、

食
肉
加
工
場
の
集
団
感
染
か

ら
、
低
賃
金
・
長
時
間
労
働

で
不
当
に
コ
ス
ト
を
切
り
詰

め
て
輸
出
競
争
力
を
高
め
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ダ
ン
ピ
ン
グ

と
、
衛
生
面
・
安
全
面
も
含

め
た
環
境
に
配
慮
す
る
コ
ス

ト
を
不
当
に
切
り
詰
め
て
輸

出
競
争
力
を
高
め
る
エ
コ
ロ

ジ
カ
ル
・
ダ
ン
ピ
ン
グ
と
も

い
え
る
実
態
が
炙
り
出
さ
れ

た
こ
と
だ
。
米
国
な
ど
の
食

肉
の
安
さ
は
労
働
や
環
境
コ

ス
ト
を
不
当
に
切
り
詰
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
、
図
ら
ず
も

コ
ロ
ナ
・
シ
ョ
ッ
ク
が
露
呈

さ
せ
た
。
本
来
、
負
担
す
べ

き
労
働
や
環
境
コ
ス
ト
を
負

担
せ
ず
に
安
く
し
た
商
品
は

正
当
な
商
品
と
は
認
め
ら
れ

な
い
の
で
あ
り
、
輸
入
を
拒

否
す
べ
き
対
象
と
い
え
る
。

安
い
と
言
っ
て
そ
れ
に
飛
び

つ
い
て
は
い
け
な
い
。
こ
の

点
か
ら
も
、
国
産
こ
そ
が
本

当
は
安
い
の
で
あ
る
。

ス
イ
ス
は
２
０
１
７
年
の

新
憲
法
に
お
い
て
「
食
料
安

全
保
障
」
を
明
記
し
、
輸
入

相
手
国
に
対
し
て
も
持
続
可

能
性
へ
の
配
慮
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
生
産
段
階
で
燃
料
や
化

学
肥
料
を
大
量
に
使
う
な

ど
、環
境
へ
の
配
慮
が
低
く
、

安
全
・
衛
生
水
準
が
低
く
、

労
働
条
件
が
劣
悪
な
国
か
ら

の
輸
入
を
制
限
す
る
方
向
性

を
規
定
し
た
（
石
井
勇
人
共

同
通
信
ア
グ
リ
ラ
ボ
所
長
）。

日
本
も
ス
イ
ス
に
学
び
、

日
本
が
輸
入
す
る
食
料
に
対

し
て
、
持
続
可
能
性
に
配
慮

し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
不
当

に
安
く
供
給
さ
れ
る
も
の
は

受
け
入
れ
な
い
、
と
い
う
明

確
な
基
準
を
設
定
し
、
貿
易

交
渉
で
主
張
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
関
税
削
減
を
強
い
ら
れ

る
中
で
、
そ
う
し
た
ル
ー
ル

の
明
確
化
を
、
安
全
・
安
心

な
国
産
食
料
を
守
る
一
つ
の

防
波
堤
に
し
て
い
く
必
要
が

あ
ろ
う
。

和
牛
商
品
券
の
波
紋

〜
コ
ロ
ナ
・
シ
ョ
ッ

ク
は
追
い
打
ち

一
方
、
国
内
で
は
、
コ
ロ

ナ
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
外
食

需
要
な
ど
の
激
減
で
和
牛
の

在
庫
が
積
み
上
が
っ
た
た

め
、
経
済
対
策
の
一
環
と
し

て
「
和
牛
券
」
が
提
案
さ
れ

た
が
、
そ
れ
が
報
道
さ
れ
る

や
い
な
や
、
そ
れ
だ
け
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
世
論

を
「
炎
上
」
さ
せ
て
し
ま
っ

た
。
全
国
民
が
大
変
な
と
き

に
贅
沢
品
に
近
い
特
定
の
分

野
だ
け
の
消
費
に
し
か
使
え

な
い
商
品
券
を
出
す
と
は
利

権
で
結
び
つ
い
た
族
議
員
と

業
界
の
横
暴
だ
と
い
う
非
難

だ
。
苦
し
む
農
業
界
を
何
と

か
救
い
た
い
思
い
が
、
大
き

な
非
難
の
的
に
さ
れ
る
と
い

う
極
め
て
残
念
な
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

長
年
、
日
本
の
農
家
は
農

い
け
に
え

業
を
生
贄
に
し
て
自
動
車
な

ど
の
利
益
を
増
や
そ
う
と
す

る
意
図
的
な
農
業
悪
玉
論
に

苦
し
め
ら
れ
、
我
々
は
そ
の

誤
解
を
解
こ
う
と
客
観
的
な

デ
ー
タ
発
信
に
尽
力
し
て
き

た
が
、
こ
れ
で
は
、
や
は
り

農
水
産
業
は
利
権
で
過
保
護

に
守
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
い

う
誤
解
を
増
幅
し
て
し
ま

う
。
努
力
が
水
の
泡
だ
。

過
保
護
ど
こ
ろ
か
、
農
林

漁
家
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
を
引
き

剥
が
す
法
律
が
立
て
続
け
に

成
立
し
、
か
た
や
畳
み
か
け

る
貿
易
自
由
化
と
で
、
い
ま

日
本
の
農
林
水
産
業
界
は
苦

し
め
ら
れ
て
い
る
。
直
近
で

は
、
日
米
貿
易
協
定
が
発
効

す
る
や
、
１
月
だ
け
で
米
国

か
ら
の
牛
肉
輸
入
が
１
・
５

倍
に
な
る
な
ど
、
輸
入
牛
肉

の
想
定
以
上
の
増
加
で
国
産

が
押
し
や
ら
れ
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
の
前
に
、
こ

う
し
た
打
撃
が
積
み
重
な

り
、
そ
こ
に
コ
ロ
ナ
禍
が
上

乗
せ
さ
れ
た
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。

消
費
者
を
支
援
す
る
形
で

生
産
者
も
支
援
す
る
の
は
有

効
な
手
段
だ
。
だ
が
、
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
特
定
分
野

が
優
遇
さ
れ
て
い
る
誤
解
を

与
え
た
ら
、
国
民
理
解
醸
成

に
完
全
に
逆
効
果
で
あ
る
。

米
国
で
も
農
業
予
算
の
６４
％

も
食
品
購
入
カ
ー
ド
の
支
給

で
一
定
所
得
以
下
の
食
費
支

援
に
使
っ
て
い
る
。
米
国
は

価
格
低
下
時
の
農
家
へ
の
差

額
補
て
ん
シ
ス
テ
ム
も
充
実

し
て
い
る
。
生
産
・
消
費
の

両
面
か
ら
徹
底
的
に
農
家
を

支
え
て
い
る
。
米
国
は
、
今

回
も
、
追
加
的
に
２
兆
円
規

模
の
生
産
者
・
消
費
者
支
援

策
を
打
ち
出
し
た
。
生
産
者

の
損
失
補
て
ん
に
１
・
７
兆

円
、
困
窮
者
向
け
の
食
料
支

援
に
３
０
０
０
億
円
を
拠
出

す
る
。
政
府
に
よ
る
食
肉
や

乳
製
品
の
買
い
上
げ
も
含
ま

れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
・
シ
ョ
ッ
ク

を
日
本
農
業
過
保
護

論
の
誤
解
を
解
く
機

会
に日

本
の
牛
肉
農
家
の
所
得

の
３０
％
程
度
が
補
助
金
な
の

に
対
し
て
フ
ラ
ン
ス
で
は
１

８
０
％
前
後
に
も
達
す
る

（
販
売
収
入
が
飼
料
代
に
も

足
り
な
い
の
で
、
そ
れ
を
補

助
金
で
支
払
っ
て
残
り
が
所

得
に
な
っ
て
い
る
）
。
日
本

は
諸
外
国
に
比
べ
た
ら
極
め

て
保
護
さ
れ
て
い
な
い
。

「
所
得
の
ほ
と
ん
ど
が
税

金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
の

が
産
業
と
い
え
る
か
」
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

命
を
守
り
、
環
境
を
守
り
、

地
域
を
守
り
、
国
土
・
国
境

を
守
っ
て
い
る
産
業
を
国
民

全
体
で
支
え
る
の
は
欧
米
で

は
当
た
り
前
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
当
た
り
前
で
な
い
の

が
日
本
で
あ
る
。

世
界
的
に
も
最
も
自
力
で

競
争
し
て
い
る
の
が
日
本
の

農
家
。
牛
肉
券
の
想
い
は
わ

か
る
が
、
過
保
護
と
誤
解
さ

れ
、
国
民
を
敵
に
回
し
た
ら

元
も
子
も
な
い
。
何
と
か
、

こ
れ
を
農
業
へ
の
正
し
い
国

民
理
解
醸
成
の
再
構
築
の
機

会
に
反
転
さ
せ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

群
馬
県
の
北
西
部
、
吾
妻

郡
長
野
原
町
は
人
口
約
５
千

で
、
地
域
の
ほ
と
ん
ど
は
標

高
５
０
０
㍍
以
上
の
高
地
。

南
部
の
北
軽
井
沢
地
区
に
は

戦
前
か
ら
、
避
暑
を
目
的
に

別
荘
が
建
て
ら
れ
た
。
戦

後
、
浅
間
山
の
東
北
麓
の
６

開
拓
地
に
、
満
州
（
現
・
中

国
東
北
部
）
か
ら
の
引
揚
者

ら
が
入
植
し
、
荒
漠
た
る
原

野
を
切
り
開
い
た
。

レ
タ
ス
・
キ
ャ
ベ
ツ
畑
や

牧
草
地
が
広
が
る
現
在
の
大

屋
原
（
お
お
や
は
ら
）
地
区

に
、
満
州
に
送
り
込
ま
れ
た

「
満
蒙
開
拓
団
」
の
慰
霊
塔

と
開
拓
記
念
碑
が
あ
る
。

慰
霊
塔
は
レ
ン
ガ
造
り
で

「
群
馬
満
蒙
拓
魂
之
塔
」
と

刻
ま
れ
て
い
る（
写
真
上
）。

物
故
者
の
慰
霊
供
養
の
た

め
、
県
下
の
開
拓
関
係
者
に

よ
っ
て
７４
（
昭
和
４９
）
年
に

建
立
さ
れ
た
。
裏
面
の
「
建

立
の
由
来
」
に
よ
る
と
、
同

県
か
ら
満
州
へ
の
移
民
は
、

開
拓
団
と
青
少
年
義
勇
団
を

合
わ
せ
８
７
８
０
余
名
。
４５

年
８
月
、
敗
戦
に
よ
る
混
乱

で
１
６
８
０
余
名
が
犠
牲
に

な
っ
た
。

慰
霊
塔
の
隣
は
大
屋
原
公

民
館
で
、
敷
地

内
に
開
拓
記
念

碑
が
あ
る
。
大

屋
原
開
拓
就
農

組
合
が
７６
年

に
、
開
拓
３０
年

を
期
し
て
建
立

し
た
も
の
。
碑

銘
は
「
大
屋
原
開
拓
之
碑
」

（
写
真
下
）
。
入
植
は
４７
（
昭

和
２２
）
年
３
月
か
ら
始
ま
っ

た
。
５７
年
に
電
気
導
入
、
６１

年
に
水
道
完
成
。
記
念
碑
建

立
時
の
農
家
戸
数
は
４１
戸
だ

っ
た
。

碑
文
に
は
、
「
戦
後
の
極

度
な
食
糧
事
情
の
不
良
の
な

か
に
あ
っ
て

酷
寒
と
た
び

重
な
る
台
風

冷
害

凍
霜

害
と
戦
い
つ
つ

助
け
あ
い

は
げ
ま
し
あ
っ
て
築
い
て
い

っ
た
こ
こ
の
『
村
づ
く
り
』

の
汗
と
涙
の
三
十
年
の
歴
史

こ
そ
は

将
来
こ
こ
に
生
き

る
も
の
に
と
っ
て
永
遠
に
忘

れ
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
ろ

う
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

農
畜
産
業
振
興
機
構
は
６

月
３
日
、
「
食
肉
販
売
動
向

調
査
結
果
（
２０
年
度
上
半

期
）
」
を
公
表
し
た
。
全
国

の
主
要
な
小
売
業
者
（
量
販

店
１９
、
食
肉
専
門
店
６３
社
）

等
を
対
象
に
調
査
し
た
も

の
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
る
見

通
し
が
不
明
確
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、１９
年
度
下
半
期（
１９

年
１０
月
〜
２０
年
３
月
）
の
実

績
の
み
の
公
表
と
し
て
い

る
。
量
販
店
の
食
肉
取
扱
割

合
は
、
前
年
同
期
の
実
績
に

比
べ
、
牛
肉
は
減
少
し
、
豚

肉
及
び
鶏
肉
が
増
え
て
い

る
。量

販
店
に
お
け
る
食
肉
取

扱
割
合
の
実
績
（
重
量
ベ
ー

ス
、
以
下
同
じ
）
は
、
牛
肉

が
２７
％
、
豚
肉
は
４３
％
、
鶏

肉
は
３０
％
と
な
っ
た
。
前
年

同
期
と
比
べ
る
と
、
牛
肉
が

２
㌽
減
少
し
た
一
方
、
豚
肉

及
び
鶏
肉
が
１
㌽
そ
れ
ぞ
れ

増
加
し
た
。
牛
肉
の
実
績
の

内
訳
は
、
国
産
１８
％
（
和
牛

８
、
交
雑
牛
６
、
乳
牛
４

％
）
、
輸
入
品
９
％
と
な
っ

て
い
る
。

食
肉
専
門
店
で
は
、
牛
肉

４４
％
、
豚
肉
３６
％
、
鶏
肉
２０

％
と
な
っ
た
。
牛
肉
が
１
㌽

減
少
し
た
一
方
、
鶏
肉
が
１

㌽
増
加
し
、
豚
肉
は
同
率
だ

っ
た
。
牛
肉
の
内
訳
は
、
国

産
３９
％
（
和
牛
２７
、
交
雑
牛

８
、
乳
牛
４
％
）
、
輸
入
品

５
％
。
量
販
店
と
比
べ
て
和

牛
の
取
扱
割
合
が
高
く
、
輸

入
品
の
割
合
が
低
い
。

今
回
、
和
牛
の
等
級
別
取

扱
割
合
の
実
績
も
調
査
し

た
。
量
販
店
で
は
４
等
級
が

５２
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で

３
等
級
が
２８
％
、
５
等
級
が

１７
％
、
２
等
級
が
３
％
と
な

っ
た
。
３
、
４
等
級
で
８
割

を
占
め
た
。
主
な
部
位
と
し

て
、
４
等
級
は
カ
タ
及
び
モ

モ
が
最
も
多
か
っ
た
。
量
販

店
で
は
比
較
的
低
価
格
な
等

級
、
部
位
を
中
心
に
取
り
扱

っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

た
。一

方
、
食
肉
専
門
店
で
は

５
等
級
が
４８
％
と
最
も
多

く
、次
い
で
４
等
級
が
３８
％
、

３
等
級
が
１０
％
、
２
等
級
が

４
％
と
な
っ
た
。
主
な
部
位

と
し
て
、
５
等
級
は
カ
タ
ロ

ー
ス
、
４
等
級
及
び
３
等
級

は
モ
モ
が
最
も
多
か
っ
た
。

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て

予
定
さ
れ
て
い
る
、
開
拓
組

織
の
行
事
は
次
の
と
お
り
。

６
月

２１
日

松
山
開
拓
農
協
第
７２

回
通
常
総
会

２４
日

香
取
開
拓
農
協
第
７３

回
通
常
総
会

福
岡
県
畜
産
農
協
第

４８
回
通
常
総
会

２５
日

佐
賀
県
開
拓
畜
産
事

協
第
４
回
通
常
総
会

２６
日

肥
後
開
拓
農
協
第
１２

回
通
常
総
会

２９
日

開
拓
な
が
さ
き
農
協

第
１１
回
通
常
総
会

７
月

２０
日

全
開
連
理
事
会

全
国
開
拓
振
興
協
会

臨
時
総
会

食
料
・
農
業

知
っ
て
お
き
た
い
話

第
８６
回

コ
ロ
ナ
・
シ
ョ
ッ
ク
で
露
呈
し
た
食
肉
問
題

「大屋原開拓之碑」
群馬県吾妻郡長野原町

東
京
大
学
教
授
鈴
木
宣
弘
氏

量
販
店
和
牛
３
、４
等
級
８
割

１９
年
度
下
半
期
食
肉
取
扱
実
績
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緑茶

（マイボイスコム㈱の資料を基に作成）

普段よく飲む飲み物

緑茶以外の日本茶（麦茶、
ほうじ茶、玄米茶など）

牛乳

野菜ジュース

乳飲料・乳酸菌飲料

中国茶（ウーロン茶、ジャスミン茶、
プーアル茶など）

ジュース・果汁飲料

１か月に１回未満１か月に１回

２～３週に１回週に１回

週に２～３回週に４～５回

ほぼ毎日・１日に１回

㈱プラネットの資料を一部改変

ほぼ毎日・１日に複数回

27.2％27.2％

6.3％
4.3％

4.7％

15.9％15.9％

11.0％

20.2％

10.4％

ヨーグルトの飲食頻度

「ほぼ毎日」
47.4％

農
水
省
は
こ
の
ほ
ど
、「
農

作
業
中
の
熱
中
症
対
策
に
つ

い
て
」
の
文
書
を
関
係
行
政

機
関
・
団
体
に
発
出
し
た
。

１８
年
は
農
作
業
中
の
熱
中
症

に
よ
る
死
亡
者
は
４３
人
と
な

り
（
図
）
、
０４
年
に
調
査
を

開
始
し
て
か
ら
最
多
だ
っ

た
。
０９
〜
１８
年
は
７
〜
８
月

が
最
も
発
生
が
多
い
が
、
初

夏
に
も
死
亡
者
が
出
て
い
る

た
め
、
最
高
気
温
が
３０
℃
を

下
回
る
日
で
も
、
注
意
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
る
。

作
業
中
の
熱
中
症
に
よ
る

死
亡
者
の
う
ち
、
７０
代
以
上

の
生
産
者
は
８６
％
（
前
年
と

同
率
）
を
占
め
て
お
り
、
依

然
と
し
て
高
齢
者
が
大
多
数

を
占
め
て
い
る
。

場
所
別
に
み
る
と
、
田
・

普
通
畑
で
全
体
の
７３
％
（
約

２
㌽
増
）が
発
生
し
て
お
り
、

作
業
中
の
対
策
の
徹
底
が
求

め
ら
れ
る
。

◇
作
業
中
の
注
意
点

喉
が
渇
い
て
い
な
く
て
も

必
ず
コ
ッ
プ
１
〜
２
杯
分
の

水
分
を
摂
り
、
２０
分
お
き
に

休
憩
を
挟
む
。
足
が
つ
る
、

筋
肉
が
ピ
ク
ピ
ク
す
る
な
ど

の
症
状
が
出
て
い
る
時
に

は
、
０
・
１
〜
０
・
２
％
の

塩
分
が
入
っ
た
飲
料
や
ス
ポ

ー
ツ
飲
料
、
塩
分
補
給
用
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
摂
取
す
る
。

作
業
は
な
る
べ
く
２
人
以

上
で
取
り
組
み
、
時
間
を
決

め
て
水
分
・
塩
分
補
給
の
声

か
け
を
行
う
。
定
期
的
に
、

異
常
が
な
い
か
互
い
に
様
子

を
み
る
こ
と
も
大
切
。
熱
が

こ
も
り
や
す
い
施
設
内
で
は

暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）
計

や
温
度
計
、
湿
度
計
で
作
業

環
境
を
確
認
す
る
。
風
通
し

を
良
く
し
た
り
断
熱
資
材
を

活
用
す
る
な
ど
、
施
設
面
の

工
夫
も
行
う
。

◇
マ
ス
ク
着
用
時
の
無
理

は
厳
禁

屋
外
で
は
必
ず
帽
子
を
着

用
し
、
吸
汗
速
乾
性
素
材
の

服
な
ど
を
着
用
す
る
。ま
た
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
畜
舎
の

中
な
ど
熱
が
こ
も
り
や
す
い

場
所
で
は
、
送
風
機
や
ス
ポ

ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
な
ど
を
活
用

す
る
。

休
憩
時
に
は
日
陰
な
ど
の

涼
し
い
場
所
で
休
憩
を
取

り
、
作
業
着
な
ど
は
脱
い
で

手
足
を
出
し
、
体
温
の
低
下

に
努
め
る
。

ま
た
、
今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
マ
ス

ク
着
用
が
呼
び
か
け
ら
れ
て

い
る
が
、
厚
労
省
は
高
温
多

湿
の
環
境
で
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
と
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク

が
高
く
な
る
と
注
意
喚
起
し

て
い
る
。

屋
外
で
２
人
以
上
で
作
業

を
す
る
場
合
に
も
、
お
互
い

の
距
離
（
２
㍍
以
上
）
が
十

分
に
取
れ
て
い
る
場
合
に
は

マ
ス
ク
を
外
す
こ
と
が
必

要
。
ま
た
、
マ
ス
ク
を
着
用

し
て
い
る
時
に
は
体
に
負
荷

の
か
か
る
作
業
は
避
け
る
。

◇
異
変
あ
れ
ば
病
院
へ

体
が
だ
る
い
な
ど
の
症
状

が
あ
る
、
体
調
に
異
変
を
感

じ
た
際
に
は
、
す
ぐ
に
涼
し

い
場
所
に
避
難
す
る
。
水
を

か
け
た
り
、
う
ち
わ
で
あ
お

い
だ
り
し
て
体
を
冷
や
し
、

服
を
ゆ
る
め
て
風
通
し
を
良

く
す
る
。
自
力
で
水
が
飲
め

な
い
場
合
な
ど
は
、
す
ぐ
に

病
院
で
手
当
て
を
受
け
る
。

農
水
省
が
厚
労
省
・
環
境

省
等
と
共
同
で
実
施
す
る

「
２０
年
度
農
薬
危
害
防
止
運

動
」
が
始
ま
る
。
原
則
と
し

て
６
月
１
日
〜
８
月
３１
日
の

３
ヵ
月
間
が
実
施
期
間
。
農

薬
を
使
う
機
会
の
増
え
る
時

期
に
合
わ
せ
て
注
意
を
呼
び

か
け
る
。
今
年
の
運
動
の
テ

ー
マ
は
「
農
薬
は
周
り
に
配

慮
し
正
し
く
使
用
」
。

１８
年
度
の
農
薬
使
用
に
伴

う
人
へ
の
事
故
発
生
は
、
２５

件
で
前
年
か
ら
４
件
増
加
し

た
。
原
因
別
で
は
、
農
薬
使

用
後
の
管
理
不
良
に
よ
る
事

故
が
４
件（
前
年
は
１
件
）、

被
害
者
は
１４
人
と
倍
増
し

た
。今

年
の
重
点
指
導
項
目

は
、
①
土
壌
く
ん
蒸
剤
使
用

後
の
適
切
な
管
理
、
②
住
宅

地
な
ど
で
農
薬
を
使
用
す
る

時
の
周
辺
へ
の
配
慮
・
飛
散

防
止
対
策
、
③
誤
飲
防
止
の

た
め
鍵
が
か
か
る
場
所
に
保

管
す
る
、
④
農
薬
ラ
ベ
ル
の

使
用
基
準
の
確
認
―
と
な
っ

て
い
る
。

実
施
事
項
と
し
て
、
①
広

報
誌
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
用

い
た
農
薬
と
取
り
扱
い
に
関

す
る
正
し
い
知
識
の
呼
び
か

け
、
②
農
薬
の
適
正
使
用
・

事
故
発
生
時
の
応
急
処
置
な

ど
の
知
識
の
普
及
、
③
防
護

メ
ガ
ネ
な
ど
の
適
切
な
使
用

や
地
域
住
民
へ
の
配
慮
―
な

ど
の
徹
底
を
行
う
。

国
、
都
道
府
県
、
保
健
所

設
置
市
な
ど
が
連
携
し
、
毒

物
劇
物
取
り
扱
い
者
な
ど
の

意
見
を
取
り
入
れ
、
運
動
を

推
進
す
る
。

㈱
プ
ラ
ネ
ッ
ト
は
こ
の
ほ

ど
、
「
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
関
す

る
意
識
調
査
」
の
結
果
を
公

表
し
た
。
２０
〜
７０
代
以
上
の

全
国
の
男
女
４
千
人
を
対
象

に
行
っ
た
も
の
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
ほ
ぼ

毎
日
飲
食
す
る
人
が
約
５
割

に
の
ぼ
り
、摂
取
理
由
で「
お

い
し
い
か
ら
・
好
き
だ
か
ら
」

と
答
え
た
の
は
男
女
と
も
に

２０
代
が
最
も
高
か
っ
た
。
若

年
層
で
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
好
き

で
食
べ
る
人
が
多
い
傾
向
が

う
か
が
え
る
。

ヨ
ー
グ
ル
ト
を
飲
食
す
る

と
回
答
し
た
人
の
摂
取
頻
度

（
３
１
４
０
人
）
は
、「
ほ
ぼ

毎
日
・
１
日
に
１
回
」
が
２７

・
２
％
、「
ほ
ぼ
毎
日
・
１
日

に
複
数
回
」
２０
・
２
％
、
「
週

２
〜
３
回
」
１５
・
９
％
だ
っ

た
（
図
）
。
１
日
１
回
以
上

食
べ
る
人
は
、
男
女
と
も
年

代
が
高
い
ほ
ど
多
い
。

ヨ
ー
グ
ル
ト
を
飲
食
す
る

理
由（
２
８
１
４
人
）で
は
、

「
体
・
健
康
に
良
い
か
ら
」が

７２
・
９
％
で
１
位
、
次
い
で

「
お
い
し
い
か
ら
・
好
き
だ
か

ら
」
５９
・
４
％
、「
免
疫
力
ア

ッ
プ
の
た
め
」
３２
・
６
％
の

順
。
男
女
別
で
は
、
１
位
は

男
性
が
３
・
１
㌽
、
２
・
３
位

は
女
性
が
そ
れ
ぞ
れ
１３
・
６

㌽
、９
・
８
㌽
高
い
。
年
代
別

で
は
、「
お
い
し
い
か
ら
・
好

き
だ
か
ら
」
が
男
女
と
も
２０

代
で
男
性
７３
・
７
％
、
女
性

７８
・
２
％
と
最
も
高
か
っ
た
。

ヨ
ー
グ
ル
ト
で
普
段
よ
く

食
べ
る
タ
イ
プ（
全
体
）は
、

「
固
形（
半
液
状
タ
イ
プ
）」が

６１
・
５
％
と
最
も
高
く
、
次

い
で「
ド
リ
ン
ク
タ
イ
プ
」２９

・
６
％
、「
完
全
固
形
タ
イ
プ
」

２２
・
０
％
だ
っ
た
。
男
女
別

で
は
、
上
位
か
ら
女
性
が
そ

れ
ぞ
れ
１０
・
７
㌽
、
４
・
９

㌽
、
７
・
０
㌽
高
か
っ
た
。

ヨ
ー
グ
ル
ト
購
入
時
の
重

視
点（
２
８
１
４
人
）で
は
、

「
価
格
の
安
さ
・
お
徳
感
」が

５６
・
２
％
と
最
も
高
く
、
次

い
で
「
乳
酸
菌
の
種
類
」
３３

・
３
％
、
「
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌

入
り
（
ま
た
は
そ
の
種
類
）
」

２８
・
１
％
だ
っ
た
。
男
女
別

で
は
、
上
位
か
ら
男
性
が
そ

れ
ぞ
れ
１
・
６
㌽
、
２
・
４

㌽
、
０
・
９
㌽
高
か
っ
た
。

飲
食
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

は
、
固
形
（
２
４
６
１
人
）

は
「
朝
食
時
・
後
（
４２
・
８

％
）
」
が
最
も
高
く
、
次
い

で「
お
や
つ
・
間
食
と
し
て
」

２９
・
５
％
、「
朝
食
と
し
て
」

２７
・
６
％
だ
っ
た
。
男
女
別

で
は
、
上
位
か
ら
女
性
が
そ

れ
ぞ
れ
２
・
６
㌽
、
１０
・
６

㌽
、
６
・
０
㌽
高
い
。

ド
リ
ン
ク
タ
イ
プ
（
１
１

８
５
人
）
は
、
「
お
や
つ
・

間
食
と
し
て
」
４８
・
４
％
で

１
位
、
次
い
で
「
朝
食
時
・

後
」
２８
・
３
％
、
「
朝
食
と

し
て
」
２２
・
１
％
の
順
。
男

女
別
で
は
、
１
・
２
位
は
女

性
が
そ
れ
ぞ
れ
１６
・
６
㌽
、

３
・
８
㌽
高
く
、
３
位
は
男

性
が
０
・
７
㌽
高
か
っ
た
。

マ
イ
ボ
イ
ス
コ
ム
㈱
は
こ

の
ほ
ど
、
「
お
茶
系
飲
料
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

（
第
１１
回
）
の
結
果
を
公
表

し
た
。
調
査
対
象
は
全
国
の

１０
〜
７０
代
の
男
女
１
万
９９
人

が
対
象
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

「
普
段
よ
く
飲
む
も
の
」
で

は
緑
茶
が
約
７
割
と
高
い

が
、
緑
茶
以
外
の
日
本
茶
の

飲
用
が
増
加
し
て
い
る
。
ま

た
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
は「
飲

み
や
す
さ
」
を
重
視
す
る
人

が
増
え
て
い
る
。

「
普
段
よ
く
飲
む
も
の（
複

数
回
答
）
」
で
は
、
コ
ー
ヒ

ー
７６
・
４
％
（
前
回
調
査
比

０
・
１
㌽
減
）
、
緑
茶
６６
・

０
％
（
０
・
９
㌽
減
）
な
ど

が
多
く
飲
ま
れ
て
い
る
。
緑

茶
以
外
の
日
本
茶
（
麦
茶
、

ほ
う
じ
茶
、
玄
米
茶
な
ど
）

は
４１
・
６
％（
４
・
４
㌽
増
）、

牛
乳
は
３７
・
３
％
（
０
・
４

㌽
減
）
で
（
図
）
、
緑
茶
以

外
の
日
本
茶
の
飲
用
が
増
え

て
お
り
、
特
に
女
性
で
比
率

が
高
か
っ
た
。
な
お
、
緑
茶

は
高
年
代
層
で
高
い
傾
向
と

な
っ
て
い
る
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
お
茶
系

飲
料
を
飲
む
人
は
全
体
で
８２

・
５
％
（
０
・
３
㌽
減
）
と

な
っ
て
い
る
。
「
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
お
茶
系
飲
料
を
飲
む

頻
度（
紅
茶
以
外
）」で
は
、

週
１
日
以
上
で
み
る
と
、「
週

に
１
〜
２
回
程
度
」
１５
・
０

％
（
０
・
５
㌽
減
）
が
最
も

多
く
、
次
い
で
「
ほ
と
ん
ど

毎
日
」１３
・
０
％（
同
率
）、

「
週
３
〜
４
回
程
度
」
８
・

７
％
（
０
・
２
㌽
増
）
だ
っ

た
。
週
３
回
以
上
飲
用
者
は

２１
・
７
％
（
０
・
２
㌽
増
）

と
微
増
し
て
お
り
、
週
１
回

以
上
飲
用
者
は
全
体
の
４
割

弱
と
な
っ
て
い
る
。
男
女
別

で
は
、
男
性
が
４
割
強
、
女

性
が
３
割
弱
と
な
っ
て
い

る
。飲

む
人
（
８
３
３
７
人
）

の
「
購
入
時
の
重
視
点
｛
紅

茶
以
外
（
複
数
回
答
）｝」
で

は
、「
飲
み
や
す
さ
」４８
・
３

％
（
２
・
５
㌽
増
）
が
最
も

高
く
、
次
い
で
「
価
格
」
４６

・
３
％（
２
・
１
㌽
増
）、「
旨

み
が
あ
り
そ
う
」
３３
・
０
％

（
同
率
）
と
な
っ
て
い
る
。

「
飲
用
場
面
（
同
）
」
は

「
の
ど
が
渇
い
た
時
」
が
４２

・
８
％
（
３
・
８
㌽
増
）
、

「
昼
食
」
が
３７
・
９
％
（
１

・
６
㌽
増
）
、
「
仕
事
な
ど

の
合
間
」
２７
・
１
％
（
２
・

３
㌽
増
）な
ど
で
高
か
っ
た
。

手
軽
に
飲
み
や
す
い
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
お
茶
系
飲
料
の

需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
傾
向

が
み
ら
れ
た
。

緑
茶「
普
段
よ
く
飲
む
」約
７
割

マ
ス
ク
着
用
時
、無
理
厳
禁

ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル

飲
み
や
す
さ
重
視
が
強
ま
る

年１８

農
作
業
中
の
熱
中
症
死
亡
者
過
去
最
多

ヨ
ー
グ
ル
ト「
ほ
ぼ
毎
日
」約
５
割

２０
代
男
女
理
由「
お
い
し
い
」ト
ッ
プ

使
用
後
の
管
理
適
切
に

２０
年
度
農
薬
危
害
防
止
運
動
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図　秋ニンジンの作付面積、収穫量及び出荷量の推移

農具使用後、消毒・洗浄を
生鮮野菜の衛生管理

現場での安全対策に
農研機構の事故事例検索

緑肥は土づくりや養分補給の効果が
あり、堆肥に代わる有機物として利用
されている。
マメ科緑肥「ヘアリーベッチ（以下、
ベッチ）」は、根粒菌が共生し、窒素

ひ よ く

を固定するため、窒素肥沃度が向上す
る。一方、ベッチが分解され、この窒
素を化学肥料の代替として利用するに
は、供給される窒素量の見積もりが不
明であった。秋田県農業試験場は、ベ
ッチの窒素供給効果を検証し、秋冬キ
ャベツ栽培で化学肥料の３０％減肥が可
能なことを明らかにした。
栽培試験を、１８～１９年にかけて秋田
県内３ヵ所のほ場で行った。各ほ場に
試験区として、堆肥＋化学肥料慣行量
の「慣行区」、緑肥＋化学肥料３０％減の

「減肥区」、堆肥＋緑肥＋化学肥料慣
行量の「上乗A区」、または、緑肥＋
化学肥料慣行量の「上乗B区」を設け
た。緑肥は、晩生品種のベッチを供試。
ベッチは４月に１０ａ当たり３㎏播種
して、５㎝程度の浅耕をして覆土した。
約９０日間栽培後、フレールモアで刈り
倒してから、ロータリ耕によって土壌
にすき込んだ。すき込んだベッチに含
まれている養分は、１０ａ当たりに窒素
（N）が１２．６㎏、リン酸（P２O５）が４．２
㎏、カリ（K２O）が１２．５㎏含まれていた。
すき込み後１０～１４日の腐熟期間を経
て、キャベツを定植した。キャベツの
可販物収量は、堆肥無施用で化学肥料
を３０％減らした減肥区でも、慣行栽培
と同等であった。また、上乗区では慣

行栽培よりも約１０％増加した（表）。
緑肥の導入によって掛かり増しとな
る費用は、１０ａ当たりで緑肥種子が
３０００円、フレールモアが２２４０円（価格約
７８万円、導入面積５ha、耐用年数７年
とした減価償却費）、燃料費が４７５円で、
合計５７１５円となっている。
１０ａ当たりの経済性をみると、３０％
減肥では、化学肥料の費用など１万６１３
円が削減され、差し引きして４８９８円の

所得増となる。また、緑肥＋化学肥料
慣行量施肥では、堆肥の費用５０００円が
削減されるのみであるが、可販物収量
増加分の３万８１６０円が収入増となり、
３万７７１２円の所得増効果が見込める。
同栽培法の詳細については、秋田県
ホームページまたは農研機構発行の
「緑肥利用マニュアル－土づくりと減
肥を目指して－」（２０年３月）を参照
のこと。

農水省はこのほど、「１９年産指定野
菜（春野菜、夏秋野菜等）の作付面積、
収穫量及び出荷量」を公表した。前年
産に比べて、夏秋野菜は３％増加とな
ったものの、春野菜は１％減少した。
春野菜
作付面積は６００ha（２％）減少して３
万５３００ha、収穫量は２万９０００ｔ（１％）

減の１９２万９０００ｔ、出荷量は２万７０００ｔ
（１％）減の１７８万９０００ｔとなった。特
に収穫量の伸び率が大きい品目をみる
と、春夏ニンジンと春ネギがともに
４％増でトップ。次いで、冬春ピーマ
ンが３％増などとなっている。
春夏ニンジンは暖冬により生育が良
好だったため、１０ａ当たり収量が５％

増の３９００㎏。また、春ネギは千葉県で
低温により作柄の悪かった前年産より
も生育が良好だったため、５％増の
２３７０㎏となった。
収穫量の減少率が大きい品目では、
春キャベツで５％減、冬春キュウリで
３％減などとなっている。
夏秋野菜
作付面積は７００ha（１％）減少して６
万３５００ha、収穫量は５万９０００ｔ（３％）

増の２３３万５０００ｔ、出荷量は６万３０００ｔ
（３％）増の２０４万ｔとなった。特に収
穫量の伸び率が大きい品目をみると、
秋ニンジンが２１万ｔで１８％増とトップ
（図）。次いで、夏ダイコンが８％増
などとなっている。
秋ニンジンは北海道及び青森県でお
おむね天候に恵まれ生育が良好となっ
たため、１０ａ当たり収量が１８％上回り
３９１０㎏。また、夏ダイコンは北海道で
７月下旬から８月上旬の高温・多照に
より肥大が良好だったため、７％上回
り４２８０㎏となった。
収穫量が減少した品目は、夏秋レタ
スと夏秋ナスのみで、それぞれ２％減、
１％減。これらの品目以外は増加また
は前年同率だった。

野菜の栽培から出荷までの過程で問
題が生じれば、食中毒を起こす有害微
生物に汚染される恐れがある。
生で食べる野菜では、洗浄や消毒で
微生物を完全に除くことはできず、生
産段階でも衛生管理により、「付けな
い」「増やさない」ことが必要。農水省の
「生鮮野菜を衛生的に保つために」から
重要事項を改めて確認しておきたい。
◯収穫する野菜に直接触れるハサミ
やナイフなどの農具は、使ったその日
のうちに洗い、必要に応じて消毒剤（消
毒用アルコールなど）で消毒する。野
菜に直接触れない農具や農機も、高圧
洗浄機などを用いて、水道水など飲用
に適した水で汚れを取り除く。
繰り返し使われるコンテナなどの収
穫容器は定期的に洗う。また、容器は
地面に直接触れないようシートを敷
き、容器の中にも敷物を入れて使う。
収穫物は、直射日光が当たらない、
できるだけ涼しい場所に置く。野鳥や

野生動物のふんで汚れたものは、他
の収穫物と混ぜずに廃棄する。
◯ほ場または栽培施設では、排水
溝を設け、大雨時に汚水が流れ込む
のを防ぐとともに、速やかに排水で
きるよう努める。
野生動物だけでなく犬や猫などの
ペットも、有害微生物を持っている
可能性があるので入れないようにす
る。使わない機材や野菜残さなどの
廃棄物は放置せず、ネズミやハエな
どを引き付けない場所で保管・処理
する。
◯かん水や散布する薬剤の希釈な
どに使う水は、にごりや異臭がない
ことを確認する。汚染防止のため、
水源・水路・バルブ及びそれらの周
辺を定期的に点検する。
収穫部位に対して、収穫前にかん
水や薬剤散布をする場合、飲用に適
する水または水質検査で安全性を確
認した水、消毒した水を使う。
◯農作業前や堆肥を扱った後は必
ず石けんで手洗いをする。タオルの
使い回しはせず、使い捨てのペーパ
ータオルで手を拭く。

農研機構は、効果的に農作業安全対
策を実現するための２つのサポートツ
ールの提供をウェブ上で開始した。
農作業事故を減らすためには、操作
ミスなどの人的要因だけでなく、「機
械・用具等」「作業環境」「作業・管
理方法」の各要因に対して具体的な改
善を図る必要がある。同機構は、単な
る注意喚起に留まらないように、現場
ごとに問題点の改善を図るため同ツー
ルを開発した。
①農作業事故事例検索システム
実際に起きた事故事例を検索できる
というもの。北海道農作業安全運動推
進本部と連携し詳細な現地調査を行っ
た上で、「人」「機械・用具等」、「作
業環境」「作業・管理方法」から原因

や改善策を分析している。
作目別の事故一覧から事故形態や機
械用具名称で絞り込み、該当する事故
報告をみることができる。自身の生産
現場に潜在する類似の原因に気付き、
事故の防止に役立てることが可能。
②対話型農作業安全研修ツール
農業法人や生産部会などの小集団を
対象にした研修会を効果的に行うため
のもの。生産者への事前調査票（アン
ケート）や、事前調査票の各項目への
対応などをまとめた資料が提供されて
いる。
生産者自身でヒヤリハット経験を事
前に調査票に記入し、研修で参加者と
研修担当者間とで安全対策のアイデア
を出し合うことで、自発的な農作業安
全目標の作成を促すことが狙い。
いずれも同機構が管理するウェブサ
イト「農作業安全情報センター」から
利用することができる。

表 キャベツの収量と形態
ほ場 区 全重量 調整重２） 球径 球高 可販収量

（kg/㎡） （kg/個） （cm） （cm） （kg/㎡）
A１） 慣行 ８．５３ １．６６ １９．４ １３．４ ５．８３

減肥 ７．８５ １．５２ １８．８ １３．１ ５．３６
上乗A ９．５７ １．９２ ２０．８ １４．４* ６．７７

B１１） 慣行 １０．９６ １．９０ ２２．３ １４．１ ６．７１
減肥 １１．９３ ２．０６ ２２．７ １４．７ ７．２８
上乗B １１．９０ ２．０７ ２２．５ １４．６ ７．３１

B２１） 慣行 ８．８９ １．７４ ２１．５ １４．３ ５．７３
減肥 １１．１５* ２．１１ ２３．８** １５．６* ６．９７
上乗 B １０．８２ ２．１０ ２３．８** １５．９** ６．９２

注１）調査は収穫始め、A＝１８年１１月１６日、B１＝１８年１１月１２日、B２＝１９年１０月３０日に実施した。
注２）調整重は外葉を１．５枚に調整した重さ。注３）記号は、慣行に対して* : ５%、** : １%水準で有意差あり
（Dunnett）。
【耕種概要】
A（西目）:グライ低地土（転換２年目）、品種「あさしお」、栽植密度３．５株/㎡、定植１８年７月２６日、収穫始１１月

１６日、慣行施肥＝牛ふん堆肥２kg/㎡＋化肥（N－P２O５－K２O）＝２７．８－２０．６－２７．８g/㎡（速効性肥料の
追肥体系）

B１（にかほ）:灰色低地土（転換２年目）、品種「金剛」、栽植密度３．５株/㎡、定植１８年８月７日、収穫始１１月１２
日、慣行施肥＝牛ふん堆肥２kg/㎡＋化肥（N－P２O５－K２O）＝２６．６-６．４-１３．６g/㎡｛基肥は被覆尿素
（LP４０と LPS６０）を５０%含む｝

B２（にかほ）:灰色低地土（転換２年目）、品種「金剛」、栽植密度３．３株/㎡、定植１９年８月７日、収穫始１０月３０
日、慣行施肥＝B１ほ場と同一 秋田県農業試験場の資料より

秋田県農業試験場
秋 冬
キャベツ施肥と組み合わせ可販収量１０％増

ヘアリーベッチ緑肥栽培法

指定
野菜秋ニンジン収穫量約２割増
１９年産、天候で春減少・夏秋増加
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改正飼養衛生管理基準
７月から豚等で適用

輸入配合飼料は価格が不安定であ
り、国産飼料の利用によるコスト低減
が求められる。
茨城県畜産センターは、約２㎜に粉
砕した未乾燥籾米とトウフ粕サイレー
ジを混合した「籾米・トウフ粕サイレ
ージ」の有効な調製法を確認。乳用育
成牛へ給与したところ、発育や健康状
態に影響なく、飼料コスト低減が期待
できることが示唆された。
実用的規模のサイレージ調製試験
処理区は、籾米１００％を水分調整して
乳酸菌を添加したA区、籾米にトウフ
粕２５％及び乳酸菌を添加し混合したB
区、籾米にトウフ粕サイレージを２５％
混合したC区、籾米にトウフ粕５０％及
び乳酸菌を添加し混合した D 区の４
区とした。
各区を６０L 容量の漬物たるに３０kg

ずつ詰めて調製。屋内倉庫（約２０～
２８℃）で７１日間貯蔵後に開封し、発酵
品質を分析した。
その結果、C区は、A区よりも pH
が有意に低く、乳酸及び酢酸濃度が高
かった（表１）。さらにC区では、た
るの上部と下部で pHや乳酸濃度に大
きな差が無く、表面へのカビ発生が確
認されなかった。そのため、C区の調
製方法が有効だと考えられた。
乳用育成牛への給与試験
配合飼料の重量比３０％を籾米・トウ
フ粕サイレージで代替した試験区（１７
頭）を設け、発育などを対照区（１７頭）
と比較した。期間は、離乳（約２ヵ月
齢）～離乳後１５週間（約６ヵ月齢）と
した。
同サイレージは、調製後の含水率が
約３０％になるよう、籾米とトウフ粕サ

イレージの重量割合を８：２と
した。６０L容量の漬物たるに、９０
Lのポリエチレン製の袋を二重

か く は ん

にして、内側の袋の中に撹拌し
た同サイレージをたるのフチ下
１０㎝程度まで詰め込んだ。その上に脱
酸素剤と防腐剤を置き、ビニール紐で
内側と外側のポリエチレン袋をそれぞ
れねじるようにして密封。漬物たるに
フタをし、直射日光の当たらない場所
で約２ヵ月間常温保存した後、開封し
て給与した。
試験区は、１日増体重、飼料摂取量
及び飼料効率に対照区と有意差が認め
られず、同等の発育を示すことが示唆
された（表２）。ふん性状にも有意差
はみられなかった。

飼料単価は、配合飼料が７４．３円/kg
であるのに対し、籾米・トウフ粕サイ
レージが５２．４円/kgと安価で、飼料コ
ストの低減が期待された。試験期間中
の飼料費は約１割低減できた。
同調製法では、トウフ粕サイレージ
を副資材として利用しており、水や乳
酸菌を添加せず発酵を進めることがで
きる。同センターは、一般的な飼料用
米と同様に給与可能で、６ヵ月齢以降
から成牛になるまでの間も配合飼料を
一部代替して給与可能と考えている。

（一社）日本養豚協会はこのほど、
「１９年度養豚農業実態調査」の結果を
公表した。全国７５６経営体（１９年８月１
日時点）の回答を集計したもの。なお、
回答数は各項目で異なっている。
◇肉豚出荷状況と繁殖成績
年間の肉豚出荷頭数（回答：６４２経営
体）は合計５５９万４４４２頭で、１経営体当
たり平均８７１４．１頭（前年度調査比
１１．１％増）。上物率（１３５経営体）は
４９．１％で、地域別では「九州・沖縄」

が６３．３％と最も高い。
肉豚の平均出荷日齢（５８６経営体）は
全国で１８４．０日（０．３日短縮）となった。
地域別では、「近畿」が２０６．２日と最も
長く、「北陸」が１７２．１日と最も短い。
１日平均増体量は６２０．７ｇ（４．４％減）、
平均枝肉重量は７５．０kg（０．３％減）で、
歩留まりに大きな変化はない。
繁殖成績（５５６経営体）は、哺乳開始
頭数が１腹当たり１１．３頭（０．２頭増）、
離乳頭数は１０．１頭（０．１頭増）、年間分

娩回数が２．２回（同数）となっており、
いずれもほぼ横ばい。
交配方法（６１８経営体）は、「自然交
配のみ」が３３．１％、「人工授精（AI）
のみ」が４３．５％、「AIと自然交配を併
用」が２０．０％となっている。精液入手
方法（４４７経営体）は、「全て外部導入」
が４９．７％と約半分を占め、「全て自家
採精」は３１．８％だった。また、AIを行
わない理由として、「不要」「効率が
悪い」「コストが高い」などが挙がった。
◇農業共済について
加入状況（６７２経営体）は４４．０％で、
半数以上が未加入（表）。加入しない
理由（３２３経営体・複数回答）は、「掛
金に対して支払額が見合わない」が
３３．７％、「共済掛金が高い」が２６．６％な
どとなっている。共済の内容に希望す

ること（４６１経営体・同）として、「加
入方法、支払額の分かりやすさ」や「掛
金を低くする」などが多い。
◇事故・衛生対策
事故率低減のための取り組みでは

（７０４経営体）、何らかの対策を実施し
た割合は８９．３％。具体的な方法（複数
回答）は、「ワクチネーションプログ
ラムの適切な見直し・変更」が５９．４％
でトップ。次いで、「衛生ゾーンを明
確化し、長靴の履き替え・消毒を徹底」
が５８．０％、「管理獣医師などによる定
期的指導を受ける」が５１．８％と続いた。
重点的に実施している衛生管理方法

（６９１経営体）は、「各豚舎への消毒槽
の設置」７９．６％、「車両消毒の徹底」
７５．４％、「農場では専用の作業着に着
替える」６６．６％が上位に挙がった。

改正後の飼養衛生管理基準（豚・イ
ノシシ）が７月１日から適用される。
新設された事項で重要な点を抑えてお
きたい。
①飼養衛生管理に関わるマニュアル
作成と従業員や関係者への周知徹底
（来年３月３１日まで猶予期間）。
②衛生管理区域へ野生イノシシが侵
入しないよう、くぐり抜けを防止でき

るような防護柵などを設置。ネズミな
どの隠れ場所を無くすため、防護柵周
囲の除草も行う（今年１０月３１日まで猶
予期間）。
③網目２㎝以下の防鳥ネットなどを
用いて、畜舎や関連施設への野鳥の侵
入を防止する。ネットの破損がないか
も確認し、見つけ次第すぐに直す
（同）。
④豚の排せつ物が付着した恐れのあ
る物品を衛生管理区域外に持ち出す場
合には洗浄・消毒などを行わなければ
ならない。

飼養衛生管理の徹底のため、一部
改正された家畜伝染病法がまもなく
施行される。それにより、７月１日
から全ての家畜所有者を対象とし
て、衛生管理区域ごとに「飼養衛生管
理者」１名の選任が義務付けられる。
飼養衛生管理者とは、衛生管理区
域における飼養衛生管理の責任者の
こと。経験や知識、管理指導の能力
が豊富な者が望ましい。
飼養衛生管理者の業務は次の３

つ。①飼養衛生管理基準を従事者や
運送業者らが守っているかのチェッ
ク。守られていない場合には指導。

②各都道府県で開催される飼養衛生管
理に関する研修会への参加。他の従事
者へ研修内容の周知・教育。③国や都
道府県から共有される飼養衛生に関す
る情報に即した対応。
各都道府県が定めている方法（FAX
やメールなど）により、必要事項を今
月中に報告する。これには連絡先の登
録が必須。迅速かつ正確な周知を行う
ため、原則として電子メールで情報共
有が行われる。本人の電子メールの利
用が難しい場合、家族や所属する生産
者団体の管理するメールアドレスを代
わりに登録しなければならない。

表２ 各試験区における１日増体重、飼料摂取量及び飼料効率

１日増体重
（kg/日）

飼料摂取量（kg/日）
飼料効率

粗飼料 濃厚飼料

対照区 １．００ １．７６ ２．６６ ０．２３

試験区 ０．９６ １．７０ ２．７９ ０．２１
値は平均を表示，両試験区 n＝１７

表１、２ともに茨城県畜産センターの資料より

農業共済の加入割合と加入していない理由
経営
体数

農業共済に
加入している
計（％）

農業共済に
加入していない
計（％）

加入していない理由（％）
経営
体数

共済掛金が
高い

加入方法が
わかりにくい

掛金に対して
支払額が見合わない その他

全国 ６７２ ４４．０ ５６．０ ３２３ ２６．６ １２．７ ３３．７ ２６．９
北海道・東北 １７４ ３８．５ ６１．５ ９０ ２５．６ １６．７ ３１．１ ２６．７
関東 １８７ ５０．８ ４９．２ ８０ ２６．３ １１．３ ３１．３ ３１．３
北陸 ２６ ６９．２ ３０．８ ５ ２０．０ ０．０ ２０．０ ６０．０
東海 ５５ ４３．６ ５６．４ ２９ ２４．１ ２７．６ ２４．１ ２４．１
近畿 １７ ２３．５ ７６．５ １１ ０．０ ９．１ ６３．６ ２７．３
中国・四国 ４７ ３８．３ ６１．７ ２６ ３８．５ ３．８ ３８．５ １９．２
九州・沖縄 １６６ ４２．２ ５７．８ ８２ ２９．３ ８．５ ３７．８ ２４．４

（一社）日本養豚協会の資料を一部改変

表１ 実用的規模サイレージの発酵品質

サイロ 区 乳酸菌 pH 乳酸
（％）

酢酸
（％）

プロピオ
ン酸（％）

酪酸
（％）

大腸菌
（logCFU/g）

カビ生菌
（logCFU/g）

上部

籾米 １００％ A 添加 ４．４４ a ０．９２ a ０．８０ a ND a ND ND ND
豆腐粕 ２５％ B 添加 ４．５１ a １．００ a ０．１１ b ND a ND ４．７０ １．２３

豆腐粕サイレージ ２５％ C 不添加 ３．９３ b １．５６ b １．９１ c ０．２１ b ND ND ND
豆腐粕 ５０％ D 添加 ４．２７ １．３４ ０．９５ ０．０５ ND １．３５ ２．５０

内下部

籾米 １００％ A 添加 ３．９７ a １．５９ a ０．２１ a ND a ND ND ND
豆腐粕 ２５％ B 添加 ４．０３ a １．５９ a ０．３１ b ND a ND ND ND

豆腐粕サイレージ ２５％ C 不添加 ３．８５ b １．７４ b １．８４ c ０．２４ b ND １．００ ND
豆腐粕 ５０％ D 添加 ３．８９ ２．１１ ０．５５ ND ND ND ND

値は平均を表示，同列の異符号間に有意差あり，ND：不検出，CFU：コロニー形成単位，全試験区 n＝３

茨城県畜産センター
乳 用
育成牛配合３割代替、飼料費約１割減
粉砕籾米・トウフ粕サイレージ給与

１９年度養豚農業実態調査

農業共済加入率、半数以下
「加入方法など分かりやすく」の声

飼養衛生管理者の選任が必要
各都道府県へ６月中の登録を
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気象庁の３ヵ月予報では、今年も全
国的に平年より暑くなる可能性が高い
とされている。また、今年は梅雨が長
い傾向のため、湿気や熱のこもりに十
分に注意した対策が求められる。
【湿気・熱気を取り除く】
梅雨の晴れ間や梅雨明け直後は、実
際の気温よりも牛の体感気温が高くな
る。牛舎内の湿気の対策には、ふん尿
をこまめに牛舎から出し敷料を交換す
ること、牛舎周囲を除草して風通しを
確保することなどが有効となる。
換気対策としては、天窓、地窓、側

面を開放し、換気扇や扇風機、ダクト
で空気の流れを作り、牛舎内にたまっ
た熱気を十分に追い出す。送風機に付
いたホコリやクモの巣を取り除き、風
力を回復させて稼働させることが重
要。
そのほか、牛舎周りの片づけをして
風通しを良くするなどの対策が有効と
なる。夜間にも換気を行うことで、日
中の温度上昇を抑える。
【新鮮な水・良質な飼料給与】
エネルギーの消費が増えるため、暑
熱時の肥育牛の飲水量は５０Ｌ以上にも

なる。給水器の清掃をこまめに行い、
水槽のぬめりや水の腐敗に十分注意
し、常に新鮮な水が飲めるようにする。
必要な場合、給水管を太くすることも
有効。高温多湿は腐敗が進む大きな原
因となるため、水槽周りの飼料やふん
便はこまめに除去する。特に子牛は脱
水症状になりやすいため、１日２回飲
み水を交換し、肥育牛よりも水の汚れ
に注意する。
飼料給与は涼しい時間に行い、給与
回数を増やす。嗜好性・消化性の良い
飼料を与える。濃厚飼料やサイレージ
が腐敗しやすい時期のため、よく注意
する。
また、ミネラル不足などに備え、鉱
塩などを常置する。ルーメンアシドー
シスの予防に重曹などを与えるのも効
果がある。

【牛舎の温度・牛の様子に注目】
牛が快適に過ごせる気温は３０℃が限
界のため、密飼いを避けて体感温度に
注意する。牛舎内には温度計を設置し
気温をチェックする。牛舎側面へ、よ
しずや寒冷紗などの設置やつる性植物
などを植えて、日よけを行う。屋根へ
水をまいたり、消石灰、断熱塗料を塗
ることも効果的。
牛も人間同様、熱中症になりやすい。
体温が３９℃前後から４１℃以上に上昇し
た場合にはすぐに対処する。行動やふ
ん便などをよく観察し、呼吸が速い、
大量のよだれなどの異常がみられた場
合には、送風して体を冷やす・四肢か
ら胸へと徐々に水をかけるなどの対策
を行う。状態が悪ければ獣医師の診察
を受ける。異常の早期発見・治療がで
きるよう、毎日、個体観察を徹底する。

農水省はこのほど、１９年の「畜産経営
に起因する苦情発生状況」を公表した。
全体の発生戸数は１４９１戸で、前年か
ら１１戸増加した。苦情発生率（苦情発
生戸数÷飼養戸数）は２．０％で、１７年か
ら同率が続いている。
畜種別で発生戸数の割合をみると、
乳用牛が２６．１％（前年比１．４㌽減）で最
も多く、次いで豚２６．０％（１．２㌽減）、
肉用牛２３．５％（２．９㌽増）だった（表）。
上位３畜種の順位は前年と変わってい
ない。
発生内容別では、悪臭関連５２．２％

（１．２㌽減）が最も多く、水質汚濁関連
２０．６％（１．６㌽減）、害虫関連１３．２％
（１．０㌽増）と続いた。
また、畜種別の発生率をみると、採
卵鶏１０．３％（０．３㌽増）、豚が９．０％（同
率）、ブロイラー３．６％（０．１㌽増）の
順だった。飼養規模別にみると、ブロ
イラー以外の畜種で規模が大きくなる
ほど発生率が高まる傾向がみられた。
肉用牛では、発生戸数・発生率とも
に、３５１戸（４６戸増）・０．８％（０．２㌽増）と
上昇。内容は、水質汚濁関連が９３戸（２２
戸増）と最も大きく前年から増えた。

肉用牛の改良は様々な技術を用いて
進んでおり、関係者の関心が高まって
いる。家畜改良事業団はこのほど、「肉
用牛のゲノミック評価（Ｇ評価）等の
１９年度の実施状況について」を公表し
た。
１９年度の肉用牛のＧ評価実施件数
は、１万５３５７件（前年度比２５．６％増）だ
った。１７年から増加が続いている。そ
のうち、枝肉６形質の評価の件数は１
万３３５１件（９．２％増）だった。大規模経
営体からの大口のものを除くと、中・
小規模からは３９．２％増えており、肉質
改良に興味を持ち取り組む経営体が増
えていることがうかがえる。
１９年１０月にスタートした脂肪酸組成

（オレイン酸など）の評価は２００６件。半
数以上は県などからの依頼だが、個別
農家とみられる依頼も多く、生産者の
注目が高まっているとみられる（図）。

Ｇ評価の前段階の肉用牛の SNPタ
イピング（DNAの構成要素の一つ、
SNP を測定する技術。個体ごとの
SNPの違いが能力・特徴・形質などに
関連することがある）のみの検査は
３０５４件で、８９．８％増と大幅に増えてお
り、他機関でのＧ評価実施数も増加し
ているとみている。

新型コロナウイルス感染症は終息し
ておらず、消毒は非常に重要となる。
牛でも各種の感染症の大流行のリスク
は常にあるため、日々消毒・防疫対策を
徹底し予防に努めなければならない。
◆出入口の消毒を
畜舎への出入り口には消石灰を散布
して、石灰帯を作る。出荷・飼料トラ
ックなど、出入りする関係車両のタイ
ヤ周り、運転席マット、荷台などの消
毒確認を必ず行う。
◆消毒薬をよく点検する
消毒薬は放置しておくと効果が薄れ
るため、必ず定期的に交換する。特に
農場・牛舎・事務所の入り口の踏み込み
消毒槽はこまめに確認する。消毒薬の
効果を薄めないよう、排せつ物が長靴
などに付いていないかも消毒前によく
確認する。また、他の薬剤と混ざって
しまうと効果が薄れる。薬剤の用法・用
量を守り、正しく調整して消毒を行う。
◆石灰乳塗布も有効
生産性向上のため、衛生的な飼養環
境の維持・改善が重要。牛舎に石灰乳
を塗布して消毒することは、ほとんど

の感染症の抑制に有効となる。石灰が
水と反応して強アルカリ性となる効果
に加えて、消毒殺菌のほか、皮膜を作
ることで壁などに潜む病原体を封じ込
める効果などが期待できる。年１～２
回、定期的に実施することで消毒効果
を保つことができる。

農畜産業振興機構はこのほど、２０年
４月販売分の肉用牛肥育経営安定交付
金制度（牛マルキン）の補てん金単価
（概算払）を公表した。交雑種と乳用
種で補てんが行われる。新型コロナウ
イルス感染症拡大の影響などにより販
売価格の低落が続いていることから、
交雑種は３ヵ月連続、乳用種は４６ヵ月
連続の発動となった。
１頭当たりの補てん金単価は、交雑
種が１４万４１３０．１円、乳用種が４万
８１４５．１円となった。前月に比べて交雑
種が２万７４１４．５円増額、乳用種が
６４１７．４円減額した。

畜産経営に起因する苦情の畜種別・内容別発生戸数（１９年）（単位：戸、（％））
区 分 悪臭関連 水質汚濁関連 害虫関連 その他 合計

乳用牛 ２４０（２６．４） ７５（２０．９） ５０（２１．７） ８７（３６．０） ３８９（２６．１）

肉用牛 １９２（２１．２） ９３（２５．９） ５４（２３．５） ６５（２６．９） ３５１（２３．５）

豚 ２７３（３０．１） １３０（３６．２） ２２ （９．６） ３４（１４．１） ３８８（２６．０）

採卵鶏 １２０（１３．２） ４０（１１．１） ９７（４２．２） １４ （５．８） ２１８（１４．６）

ブロイラー ６０ （６．６） １４ （３．９） ３ （１．３） ９ （３．７） ８１ （５．４）

馬 ３ （０．３） ２ （０．６） ３ （１．３） １ （０．４） ８ （０．５）

その他 ２０ （２．２） ５ （１．４） １ （０．３） ３２（１３．２） ５６ （３．９）

合計 ９０８（１００．０） ３５９（１００．０） ２３０（１００．０） ２４２（１００．０） １，４９１（１００．０）

構成（%） ５２．２ ２０．６ １３．２ １３．９ １００．０
注１：「悪臭関連」には、悪臭単独の苦情に加え、悪臭以外の苦情（水質汚濁、害虫発生等）を併発しているものも含む（その他の分類も同様）。

このため、各分類の戸数を合計した戸数と、「合計」欄の戸数は一致しない。
注２ : 「その他」に分類される苦情の内容は、ふん尿の流出、騒音等である。

送風こまめに湿気・熱のこもり防ぐ
初夏から暑熱対策を

肉用牛「水質汚濁」２２戸増加
１９年畜産経営への苦情発生状況

薬剤の用量・用法守る
正しい消毒で感染症予防

家畜改良
事 業 団肉用牛ゲノミック評価、１万５千件超に

個別農家でも関心高まる

交雑種で増額続く
牛マルキン４月分
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

新型コロナウイルスの感染拡大は、
食肉流通に多大な影響をもたらしてい
る。そのような中、熊本県錦町のゼン
カイミート㈱が工場直売を再開したと
の報を受け、羽田昭二社長に現況等を
聞いた。

◇ ◇ ◇
ゼンカイミート㈱は、新型コロナウ
イルス感染症の影響を受け、毎月最終
土曜日に開催している工場直売を４月
は中止いたしました。これは、口蹄疫
の影響を考慮し中止した２０１０年５月以
来で、１０年ぶり２回目のこととなりま
した。

また、例年３月から受入れを実施し
ていたバーベキューハウス（収容能力
約２００名）を活用したバーベキューの予
約受付も３月から５月第３週まで中止
しておりましたが、５月１４日の熊本県
を含む３９県の緊急事態宣言の解除を受
け、再開することといたしました。
熊本県の衛生対策に細心の注意を払
い、人の分散を考え開店時間を１時間
前倒しして５月３０日（土）、工場直売
の再開に臨みました。曇り模様ではあ
りましたが、毎月楽しみにされていた
お客様（近隣の生産者を含む）が大勢
（レジ通過６０２）来場され、「入場制限

（店内人数の抑制）・マスク着用・手
指消毒・一定の間隔を保つ（写真左）」
等の多くの制約にもご理解いただき、
喜んで買物をしていただくことができ
ました（写真右）。
ゼンカイミート㈱といたしまして

は、開拓組織の生産者の方々と共に歩
んできており、今般の状況は非常に影
響が大きく、日本のみならず全世界的
に行動が制約されるという、まさに未
曾有の出来事であり、国及び行政の支
援はもとより、生産者・消費者・組織

・事業者が連携していくことが、この
難局を乗り越えていくことにつながる
と思っています。
最後になりますが、当社では、職域
販売・通販・ふるさと納税返礼品等に
よる販売を実施しております。これか
らも衛生管理に最善を尽くし、生産者
が丹精込めて生産した安心・安全で美
味しい牛肉の提供に努めてまいりま
す。何とぞよろしくお願いいたします。
お問い合わせ・ご注文は、お気軽に
ＴＥＬ：０１２０―４８―１１１７まで。

梅雨時に出荷頭
数増の予測。相
場は弱基調か

５月の相場は、４日に新型コロナウ
イルスに関する緊急事態宣言が延長と
なり、飲食店等の営業自粛が継続した
が、前月に比べ反発した。
【乳去勢】５月の東京市場乳牛去勢
Ｂ２の税込み平均枝肉単価（速報値、
以下同じ）は９８５円（前年同月比９３％）
となり、前月に比べ１２２円上げた。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、６月の乳用種の全国出荷頭数は２
万６４００頭（１０５％）と、増加に転じると
見込んでいる。
【Ｆ１去勢】５月の東京市場の交雑種

（Ｆ１）去勢税込み平均枝肉単価は、Ｂ３
が１２７４円（前年同月比７７％）、Ｂ２は
１１３６円（７３％）となった。前月に比べ
それぞれ８５円、１０５円上げた。

同機構は６月の交雑種の全国出荷頭
数を１万８３００頭（１００％）と、前年並み
を予測している。
【和去勢】５月の東京市場の和牛去
勢税込み平均枝肉単価は、Ａ４が１８３３
円（前年同月比７６％）、Ａ３は１６１７円
（７３％）となった。前月に比べそれぞ
れ１４５円、１０２円上げた。Ａ５も１９６円高
の２２２３円（８２％）と上げに転じた。
同機構は６月の和牛の全国出荷頭数
は３万７５００頭（１０９％）と、引き続き前
年同月を上回ると予測している。全品
種の出荷頭数は８万３５００頭（１０６％）と
予測している。
一方、６月の輸入量は総量で４万

３６００ｔ（９２％）と予測。内訳は冷蔵品
が１万９７００ｔ（９２％）、冷凍品が２万
３９００ｔ（９２％）と見込んでいる。
緊急事態宣言は５月２５日に全面解除
されたが、引き続き感染防止策が必要。

外出を控える動きや在宅勤務の広がり
が予想される。牛肉の販路となる飲食
店やホテルなどの客数が元に戻るに
は、時間がかかるとみられる。
外食需要の回復が期待されるが、梅
雨入りで荷動きが鈍くなる時期とな
り、出荷頭数の増加予測からも、相場
は弱基調が見込まれる。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み平
均枝肉単価は、乳牛去勢Ｂ２が９００～
９５０円、Ｆ１去勢Ｂ３が１２００～１３００円、Ｂ
２は１０５０～１１５０円、和牛去勢Ａ４が
１７００～１８００円、Ａ３は１５５０～１６５０円で
の相場展開か。

出荷頭数・輸入
量減で、引き合
い強まるか

５月の東京食肉市場税込み平均枝肉
単価は、上物が６３０円（前年同月比
１０４％）、中物は６００円（１０５％）となっ
た。前月に比べそれぞれ１９円、１２円上
げた。家庭消費向け需要が堅調で、高
値の相場展開となった。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、６月は１２５万７千頭（前年同月比

１０４％、過去５年同月平均
比９８％）、７月は１２８万２
千頭（９４％、１００％）と平
年をやや下回ると見込ん
でいる。
農畜産業振興機構の需
給予測によると、６月の
輸入量は総量で６万３５００
ｔ（前年同月比８３％）の
見込み。内訳は冷蔵品が
２万５６００ｔ（８０％）、冷凍
品が３万７９００ｔ（８６％）。
冷蔵品は、北米の現地工
場の稼働停止に伴う生産

減少により、冷凍品は生産減少に加え
て外食産業向けを中心とした荷動き鈍
化のため、ともに前年同月を大きく下
回ると予測している。
家庭消費向け需要の継続が見込まれ
る一方、出荷頭数は平年をやや下回り、
輸入量は大きく減る予測。国産の引き
合いが強まり、引き続き堅調な相場展
開が予想される。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が６２０～６５０円、
中物は５７０～６００円での相場展開か。

枝肉弱基調で、
乳牛・和子牛と
も弱もちあいか

【乳素牛】５月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２３万２４７３円（前年同月比１０２％）、Ｆ１去
勢が３９万１１５３円（７８％）だった。前月に
比べ乳去勢は１万４８５円上げ、Ｆ１去勢
は９５０５円下げた。
枝肉相場の短期的な回復は見込み難
く、素牛価格はもちあいから弱含みで
推移か。
【スモール】５月の全国２３市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、暫定値）は、乳雄が１３万

３００円（前年同月比９２％）、Ｆ１（雄雌含
む）は２１万３９５８円（６６％）となった。前
月に比べそれぞれ１万７８９４円、９６１９円
上げた。乳雄は取引頭数が少なく、上
伸した。
取引頭数で平均価格が上下すること
が予想されるが、総じてもちあいの展
開か。
【和子牛】５月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格は、６２万
２３５１円（前年同月比７６％）となった。
前月に比べ２万６４５８円安と続落した。
梅雨入りで枝肉相場は弱基調が見込
まれている。子牛導入の需要が弱まる
時期でもあり、弱もちあいの展開が予
想される。

５月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ７９０ ８３７ ２９５ ２９５ ２３３，８５０ ２２２，０５４ ７９３ ７５３
Ｆ１去 ８７７ １，１４１ ３１８ ３２０ ４００，５８５ ４１４，３３５ １，２６０ １，２９５
和去 １，２１８ １，２４５ ３１６ ３１２ ６２７，５３７ ６６０，４４７ １，９８６ ２，１１７

東 北
乳去 ４ ２ ２０５ １４８ ９９，０００ ６７，６５０ ４８４ ４５７
Ｆ１去 － ７ － ３１４ － ３０８，６２９ － ９８２
和去 ２，０８８ ２，０２６ ３０７ ３０５ ５８３，９９６ ６１６，４２４ １，９０３ ２，０２１

関 東
乳去 ４８ ６１ ２７６ ２７７ ２５２，２９０ ２６５，０２７ ９１５ ９５５
Ｆ１去 ８１ １３３ ３１２ ３０４ ４０９，２９５ ４１１，９４６ １，３１１ １，３５６
和去 ６５８ ９３３ ２７７ ２６３ ５９０，３１５ ６１８，３４９ ２，１３４ ２，３５２

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － － － － － － － －
和去 １ ５８ １３４ ２７３ ３８９，４００ ６４８，０８９ ２，５０８ ２，３７４

東 海
乳去 １４ １４ ２９３ ２８８ ２３７，８３５ ２３１，３１４ ８１１ ８０２
Ｆ１去 ５０ ５２ ３０１ ２９６ ３４１，２８６ ３３１，５４３ １，１３４ １，１２１
和去 ３９０ ２８３ ２６６ ２６６ ６６７，１５８ ６７５，３０６ ２，５０８ ２，５３６

近 畿
乳去 － １ － １５３ － １３５，３００ － ８８４
Ｆ１去 － ３ － ２４１ － ４１３，９６６ － １，７１８
和去 ３８４ ３６９ ２５６ ２５７ ５６６，５９１ ５７６，８１６ ２，２１３ ２，２４３

中 四 国
乳去 ８１ ９９ ２７６ ２７２ ２１２，９６５ １９４，６１１ ７７２ ７１６
Ｆ１去 ２３３ ２３４ ３１１ ３１５ ３６５，８７０ ３７４，１６４ １，１７８ １，１８９
和去 ４１０ ９９８ ２９０ ２８９ ６０１，５４１ ５９４，９６８ ２，０７３ ２，０６０

九州・沖縄
乳去 － ２７ － ３１０ － ２３２，９１５ － ７５１
Ｆ１去 ７７ ３１６ ３０２ ３１４ ３７３，５２８ ３７９，４３０ １，２３７ １，２０８
和去 ８，０４１ ７，２５２ ２９４ ２９２ ６３５，７２５ ６６９，６３６ ２，１６３ ２，２９１

全 国
乳去 ９３７ １，０４１ ２９２ ２９２ ２３２，４７３ ２２１，９８８ ７９６ ７６０
Ｆ１去 １，３１８ １，８８６ ３１５ ３１６ ３９１，１５３ ４００，６５８ １，２４２ １，２６８
和去 １３，１９０ １３，１６４ ２９５ ２９２ ６２２，３５１ ６４８，８０９ ２，１１０ ２，２２２

注：（独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

ゼンカイミート㈱工場直売再開
最善の衛生管理で牛肉提供
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畜産物需給見通し


